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ご挨拶

　

平
成
二
十
八
年
は
院
友
経
済
会
発
足
六
〇
周

年
と
、
母
校
経
済
学
部
の
開
設
五
〇
周
年
と
い

う
二
つ
の
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
と
な

り
ま
す
。

　

院
友
経
済
会
の
目
的
は
、
経
済
学
部
在
学
生

の
支
援
と
卒
業
生
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
事
で

す
。
在
学
生
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
学
部
主
催
の
経
済
学
会
懸
賞
論

文
の
最
優
秀
者
、
優
秀
者
に
表
彰
状

と
褒
賞
金
を
授
与
し
学
業
の
研
鑽
を

支
援
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、PBL

（Problem
 Based Learning

）
と

い
う
課
題
解
決
型
授
業
「
基
礎
演
習

Ｂ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会

に
協
賛
し
、
優
秀
グ
ル
ー
プ
の
表
彰

や
報
奨
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
が
在
学
生
の

学
力
の
向
上
や
就
職
活
動
に
役
立
つ

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
そ
れ
に
は
、「
十

年
後
の
外
食
産
業
と
ぐ
る
な
び
の
取

り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
外
食

産
業
の
市
場
規
模
の
縮
小
と
い
っ
た
環
境
の
中

で
「
ぐ
る
な
び
」
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
？
と

い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、貴
重
な
提
案
が
あ
り
、

一
年
生
と
は
思
え
な
い
溌
剌
と
し
た
レ
ポ
ー
ト

は
感
動
的
で
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
グ
ル
ー

プ
が
飲
食
業
界
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
現

状
分
析
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と
の
サ
ー
ビ
ス
の

違
い
、
な
ど
に
つ
い
て
の
分
析
が
乏
し
く
自
分

た
ち
の
主
観
で
論
理
を
展
開
す
る
に
留
ま
っ
て

い
た
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ

ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
提
案
が
少
な
か

っ
た
の
も
少
し
残
念
に
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
う
し
た
試
み
に
よ
り
、
在
学
生
、
経
済
学
部

並
び
に
経
済
学
会
と
院
友
経
済
会
の
連
携
が
よ

り
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

平
成
二
十
七
年
は
、
経
済
学
に
と
っ
て
は
記
念

す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
「
21
世
紀
の
資
本
」

が
世
界
で
一
〇
〇
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
の
で
す
。
日
本
で
は
、
み
す
ず
書
房
よ
り

発
行
さ
れ
七
二
八
ペ
ー
ジ
、
五
，
九
四
〇
円
と

い
う
大
著
に
も
拘
わ
ら
ず
十
三
万
部
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
の
で
す
。
面
接
試
験
で
も
話

題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
現

役
の
学
生
さ
ん
は
是
非
目
を
通
し
て
お
い
て
下

さ
い
。

　

院
友
経
済
会
は
、
格
調
高
い
会
で
あ
る
よ
り

も
、
実
務
的
で
楽
し
く
有
益
な
会
に
し
て
、
多

く
の
卒
業
生
が
集
ま
り
、
在
学
生
と
の
懇
親
、

ア
ド
バ
イ
ス
、
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
れ
ば
、
会
の

目
的
に
叶
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で

す
。
経
済
学
部
の
教
員
の
方
々
や
本
会
理
事
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
よ
り
活
気
の
あ
る
「
院
友

経
済
会
」
と
な
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
日

ご
挨
拶

院
友
経
済
会
会
長
　
大
塚
　
勤
（
七
四
期
）

会長挨拶

大
塚
　
勤

（O
T

SU
K

A
, T

sutom
u

）

七
四
期
政
経

昭
和
十
九
年
一
月
生
ま
れ
、
國
學
院
大
學
政
経
学
部

卒
業

元
・
徳
間
書
店
取
締
役
・
映
像
事
業
局
長
、
海
外
事

業
局
長

元
・
徳
間
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
代
表
取
締
役
社
長

元
・
ス
ー
パ
ー
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
エ
イ
ア
ン
ド
ジ
ー
・
顧
問
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
趣
味
）　
ゴ
ル
フ
、
映
画
鑑
賞

母校ホームカミングデー受付会場の若木タワー前にて　H27.10.17

トマ・ピケティ著『21世紀の資本』
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平
素
よ
り
経
済
学
部
に
対
し
て
物
心
両
面
に

お
い
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
、
経
済
学
部
が
経
済
学

科
、
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
、
経
営
学

科
の
三
つ
の
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
る
現
在
の
体

制
に
な
っ
て
か
ら
十
年
目
の
節
目
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、院
友
経
済
会
の
皆
様
方
か
ら
は
、

様
々
な
折
に
、
様
々
な
形
で
ご
指
導
や
激
励
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
度
末
を
迎
え
、
一
年
間
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
本
年
度
、
経
済
学
部
で
取
り
組
み
ま
し
た

事
業
・
活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
四
月
、
経
済
学
科
、
経
済
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
に
続
く
三
つ
目
の
学
科
と

し
て
、「
経
済
学
の
基
礎
的
な
考
え
方
や
知
識

を
前
提
に
、
組
織
経
営
や
会
計
手
法
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
身
に
つ
け
た
有
為
な
企
業
人

と
、
多
様
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
専
門
職
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
経
営
学
科
を
開

設
し
ま
し
た
。
経
営
学
科
に
は
、
組
織
を
運
営

す
る
た
め
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
集
め
方
と

活
用
方
法
、
そ
し
て
組
織
活
性
化
と
存
続
の
た

め
の
方
法
を
学
ぶ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
、
そ

し
て
組
織
の
財
務
状
態
や
営
業
成
績
な
ど
を
数

値
化
し
内
外
に
公
表
す
る
手
法
を
学
ぶ
会
計
情

報
コ
ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。
以
来
、
経
営
学
科
は
大
き
く
発
展
し
、
そ

の
認
知
度
を
高
め
、
入
学
試
験
に
お
い
て
多
く

の
志
願
者
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に
一
、
二

五
二
名
の
有
為
な
人
材
を
社
会
に
輩
出
し
ま
し

た
。

 　

平
成
二
十
七
年
四
月
、
経
営
学
科
は
開
設

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
ま

た
経
営
学
科
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
の

契
機
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
開
設
十
周
年
を
記

念
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
経
営
学

科
開
設
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
」、
そ

し
て
「
現
代
の
企
業
経
営
」
に
お
け
る
講
義
を

収
録
し
た
書
籍
『
現
代
の
企
業
経
営
』
の
出
版

と
い
う
三
つ
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
年
度
前
期
、「
在
校
生
と
と
も
に
こ
れ
か

ら
の
経
営
学
科
を
作
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
」
と

い
う
思
い
で
全
学
部
生
を
対
象
と
し
て
、

Y
ahoo!

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
お
よ
び
株
式
会
社
日

本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（JPX

）
か
ら
の
ご
後
援

を
得
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
第
一
次
書
類
審
査
に
は
合
計
二
一
〇

名
の
学
生
か
ら
九
一
も
の
プ
ラ
ン
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
法
学
部
、
文
学
部
、

そ
し
て
神
道
文
化
学
部
の
学
生
の
応
募
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。平
成
二
十
七
年
七
月
十
五
日
、

第
一
次
審
査
を
通
過
し
た
五
名
の
個
人
発
表
、

そ
し
て
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
発
表
、
合
計
八
つ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
決
勝
大
会
を
開

催
し
、
最
優
秀
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
と
し
て
伍
井
彩

花
さ
ん（
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
三
年
）

の
「
離
島
の
過
疎
化
を
防
ぐ
に
は
。」、
優
秀
賞

と
し
て
千
川
原
真
希
さ
ん
（
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
学
科
一
年
）
の
「
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
」

を
選
出
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
決
勝
大
会
に
進

出
し
た
六
チ
ー
ム
に
佳
作
、
第
一
次
審
査
に
漏

れ
た
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
「
特
別
賞
」
と
「
学
部

長
賞
」
贈
呈
し
ま
し
た
。
決
勝
大
会
の
様
子
は

本
学
Ｈ
Ｐ
の
「
取
材
日
誌
」
に
加
え
、
ご
後
援

い
た
だ
い
たY

ahoo!

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
お
よ
び

株
式
会
社
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
（JPX

）
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞
の
伍
井
さ
ん
と
優
秀
賞
の

千
河
原
さ
ん
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
十
五
日

に
港
区
赤
坂
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
タ
ワ
ー
内
に

あ
るY

ahoo!

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
本
社
に
て
、
約

五
十
名
の
同
社
社
員
の
方
々
を
前
に
受
賞
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
高
い
評
価
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
・
懇
親
会

　

平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
日
（
土
）、
経
営

学
科
開
設
十
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
経
済
学
部

卒
業
生
で
、
現
在
、
株
式
会
社
銀
座
ル
ノ
ア
ー

ル
代
表
取
締
役
社
長
の
小
宮
山
誠
様
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、「
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
の
想
い

︱
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
通
し
て
、
世
の
中
を
心
豊

か
に
し
、
人
々
の
幸
せ
に
貢
献
す
る
！
」
と
い

う
演
題
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
宮
山

様
か
ら
は
、
柔
術
へ
の
熱
中
や
簿
記
の
勉
強
な

ど
学
生
時
代
の
思
い
出
、
卒
業
後
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
社
会
人
と
し
て
の
ご
経
験
や
ご
苦

労
話
、
そ
う
し
た
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど

に
加
え
、
現
在
、
代
表
取
締
役
社
長
の
任
に
つ

経
済
学
部
長
挨
拶

國
學
院
大
學
経
済
学
部
長
　
尾
近
　
裕
幸

経済学部長挨拶学部長挨拶
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が
小
宮
山
様
を
囲
ん
で
話
し
込
ん
で
い
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

『
現
代
の
企
業
経
営
』

　

経
営
学
科
開
設
十
周
年
記
念
事
業
の
三
つ
目

と
し
て
企
画
実
施
し
た
の
が
、
学
部
開
講
科
目

で
あ
る
「
現
代
の
企
業
経
営
」
の
書
籍
化
で
す
。

経
営
学
科
の
開
設
時
か
ら
開
講
さ
れ
て
い
る
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
「
現
代
の
企
業
経
営
」

に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
お
よ
び
平
成
二

十
七
年
度
に
ご
講
義
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
業
界
、
業
態
、
組
織
形
態
、
規
模
等
を
異

に
す
る
企
業
・
組
織
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
々

に
よ
る
8
つ
の
講
義
を
選
ん
で
、
文
章
に
書
き

い
て
お
ら
れ
る
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
が
、
日
本
の

喫
茶
店
文
化
の
一
つ
の
源
流
で
あ
り
、
単
に
美

味
し
い
飲
み
物
を
提
供
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
快
適
な
空
間
や
時
間
、
心
地
よ
さ
を
提
供

す
る
と
い
う
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
演
の
締
め

く
く
り
と
し
て
、
学
生
た
ち
に
向
け
て
、「
主

体
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
た
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
物
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

熱
い
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
は
、
場
所
を
有
栖
川
宮
記
念
ホ

ー
ル
に
移
し
て
、
小
宮
山
様
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
同
様

に
多
く
の
在
学
生
が
出
席
し
、
経
済
学
部
教
員

と
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
終
始
、
学
生
た
ち

経済学部長挨拶学部長挨拶

経営学科開設10周年記念講演会・懇親会

１月30日 15:00-19:00
第1部 記念講演会 15：00～16：30 ＠常磐松ホール

平成２８年

土

ご予約
お問い合わせ TEL: 03-5466-0342

國學院大學 経済学資料室（小林・藤井）

國學院大學渋谷キャンパス 学術メディアセンター常磐松ホール他

講師：株式会社銀座ルノアール
代表取締役社長 小宮山 誠 氏（本学卒業生）
「銀座ルノアールの想い」
一杯のコーヒーを通して、世の中を心豊かにし、
人々の幸せに貢献する！

「経営学科開設10周年記念懇親会」
講演会講師もご参加いただきます。

参加費：無料
要予約（下記問合せ先にお問い合わせください。）

第2部 記念懇親会 17：00～19：00 ＠有栖川宮記念ホール

写真を
入れてください

株式会社銀座ルノアール

起
こ
し
『
現
代
の
企
業
経
営
』
と
し
て
纏
め
ま

し
た
。
収
録
さ
れ
た
講
義
の
中
に
は
、
女
子
プ

ロ
レ
ス
団
体
や
大
学
経
営
と
い
っ
た
「
異
色
」

の
も
の
も
あ
り
、「
現
代
の
組
織
経
営
」
と
も

い
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

講
義
に
は
、「
行
動M

A
X

? 

汗
か
い
て
る
？
」、

「
未
来
を
切
り
拓
く
」、「
社
会
問
題
へ
立
ち
向

か
え
」、「
変
化
対
応
力
あ
る
強
い
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」、「
行
動
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な

い
」、「
い
ま
一
度W

hy

に
立
ち
返
る
」、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
あ
る
の
み
」、「
人
に
寄
り
添
い
天
に

向
か
っ
て
の
び
て
い
け
」
な
ど
読
む
者
を
元
気

づ
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
言
葉
が
ち
り
ば
め
ら

れ
、
現
代
の
企
業
・
組
織
経
営
に
つ
い
て
知
る

だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
く
た
め
の
元
気
や
勇

気
、
そ
し
て
希
望
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
一

冊
で
す
。

　

以
上
、
経
営
学
科
の
開
設
十
周
年
を
記
念
し

て
実
施
し
た
三
つ
の
事
業
に
つ
い
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
部
教
育
の
質
的
向
上

　

今
年
度
も
、
学
部
教
育
の
質
的
向
上
を
目
指

し
た
改
善
・
改
革
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
も

っ
と
も
重
点
を
置
い
た
の
は
、
経
済
学
部
の
初

年
次
教
育
の
中
心
で
あ
る
「
基
礎
演
習
Ａ
」「
基

礎
演
習
Ｂ
」
等
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

型
授
業
の
展
開
で
す
。

　

中
央
教
育
審
議
会
の
平
成
二
十
四
年
八
月
二

十
八
日
付
答
申
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の

大
学
教
育
の
質
的
転
換
転
換
に
向
け
て
〜
生
涯

学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る

大
学
へ
〜
」
で
は
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び

続
け
る
力
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
っ
た
人

材
は
、
学
生
か
ら
み
て
受
動
的
な
教
育
の
場
で

は
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
来
の
よ
う

な
知
識
の
伝
達
・
注
入
を
中
心
と
し
た
授
業
か

ら
、
教
員
と
学
生
が
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、

一
緒
に
な
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
に
刺
激
を

与
え
な
が
ら
知 

的
に
成
長
す
る
場
を
創
り
、

学
生
が
主
体
的
に
問
題
を
発
見
し
解
を
見
い
だ

し
て
い
く
能
動
的
学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、
昨
年

度
前
期
「
基
礎
演
習
Ａ
」
七
ク
ラ
ス
、後
期
「
基

礎
演
習
Ｂ
」
十
三
ク
ラ
ス
に
お
い
て
試
験
的
に

開
始
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
手
法
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
授
業
を
、
今
年
度
は
「
基
礎

演
習
Ａ
」「
基
礎
演
習
Ｂ
」
十
五
ク
ラ
ス
へ
と

拡
大
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
同

様
、
授
業
運
営
を
補
助
す
る
上
級
生
の
学
生
ア

シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｆ
Ａ
）
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
ク
ラ
ス
に
配
置
し
、
授
業
の
質
的

向
上
を
図
る
と
同
時
に
、
Ｆ
Ａ
活
動
を
通
じ
た

学
生
自
身
の
人
間
的
な
成
長
を
促
し
ま
し
た
。

　
「
基
礎
演
習
Ｂ
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
発
表
と
し
て
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会「
Ｐ
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Ｂ
Ｌ
：
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
國
學
院
大
學2015

」

を
十
二
月
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
第
二
回
目

と
な
る
本
年
度
の
大
会
は
、
株
式
会
社
ぐ
る
な

び
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
課
題
「
十
年
後
の

外
食
産
業
の
課
題
と
ぐ
る
な
び
の
課
題
」
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
取
り
組
ん
だ
成
果
を
十
六
チ

ー
ム
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
経
営
学
科

一
年
五
組
の
高
橋
花
奈
さ
ん
、塚
田
千
暁
さ
ん
、

原
雅
輝
君
、
峰
尚
弘
君
の
チ
ー
ム
「
ぶ
ら
っ
く

Bag

」
が
最
優
賞
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

平
成 

二
十
八
年
度
か
ら
は
、
昨
年
度
と
今

年
度
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、「
基
礎
演
習
Ａ
」 

「
基
礎
演
習
Ｂ
」
の
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
全
面
展
開
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　

本
年
度
は
「
基
礎
演
習
」
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
補
完
し
、
学
生
の
主
体
的
な
学

修
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
に
「
経
営
学
特
論

（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
）」
と
「
経
営
学
特
論

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）」
の
二
つ
の
授
業
を
新
規

に
開
講
し
ま
し
た
。
前
者
は
、
企
業
な
ど
の
組

織
が
実
際
に
抱
え
て
い
る
「
課
題
」
や
「
問
題

点
」
を
題
材
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主
体
と

し
た
「
演
習
」
形
式
で
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
方
法
を
身
に
つ
け
る
、
い
わ
ゆ
る
課
題
解
決

型
授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
で
す
。
後
者
は
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
活
動
を
通
じ
て
、
現
代
の

企
業
や
組
織
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

像
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
に
必
要
な

能
力
や
知
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
こ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
英
語
教
育
に
も
取
り
入

れ
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
で
は
、
本
年
度
か
ら
、
教
養
総
合

外
国
語
科
目
（English Ⅱ

＝Business English

、

以
下BE

）
を
一
・
二
年
次
の
継
続
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
実
施
し
、「
英
会
話
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
：
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」
と
と
も

に
共
通
語
と
し
て
の
英
語
教
育
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
基
礎
英
語

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
応
用
し
、
英

語
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ペ
ア
ワ
ー
ク
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
自
分
な
り
の
意
見

や
考
え
を
聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

「
発
信
力
」
と
自
ら
会
話
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
「
英
会
話
の
実
践
力
」
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が

担
当
す
る
「
経
済
英
語
（
実
践
ス
キ
ル
入
門
）」

と
「
経
済
英
語
（
実
践
ス
キ
ル
）」
の
二
つ
の

授
業
を
開
設
し
ま
し
た
。

自
己
点
検
・
評
価
活
動

　

本
年
度
は
大
学
全
体
で
自
己
点
検
・
評
価
活

動
に
基
づ
く
「
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書
」
を

大
学
基
準
協
会
に
提
出
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の

実
地
調
査
を
踏
ま
え
て
「
大
学
評
価
（
認
証
評

価
）」
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
評
価
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
経
済
学
部
の
教
育
内
容
・
方

法
・
成
果
に
関
し
て
、
学
位
授
与
方
針
お
よ
び

教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
方
針
の
適
切
性
を
適

宜
検
証
し
、
教
育
の
質
保
証
へ
と
繋
げ
て
ゆ
き

経済学部長挨拶学部長挨拶

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
学
部
で
は
今
年
度
、
初
め
て
、

学
部
の
教
育
・
研
究
・
国
際
化
・
広
報
／
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
関
し
て
第
三
者
の
立
場
か
ら

「基礎演習B」プレゼンテーション大会　H27.12.2



院友経済 2016　6

経済学部長挨拶学部長挨拶

尾
近
　
裕
幸

（O
K

O
N

, H
iroyuki

）

平
成
十
六
年
四
月
一
日
國
學
院
大
學
着
任

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
経
済
学
部
長
に
就
任

専
門
は
理
論
経
済
学
、
比
較
経
済
シ
ス
テ
ム
論

評
価
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
四
名
の
学
外
者

か
ら
構
成
さ
れ
る
「
外
部
評
価
委
員
会
」
を
組

織
し
ま
し
た
。
外
部
評
価
委
員
会
か
ら
は
平
成

二
十
八
年
度
三
月
末
ま
で
に
、
経
済
学
部
の
教

育
や
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
と
改
善
の

た
め
の
ご
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
外
部
評
価
結
果
に
つ
い
て
も
、
次

年
度
以
降
の
改
善
活
動
に
生
か
し
て
行
く
所
存

で
す
。

　

昨
年
度
、本
学
学
生
の
大
学
に
対
す
る
「
声
」

の
集
約
を
目
的
と
し
て
「
学
生
リ
ア
ル
調
査
」

が
実
施
さ
れ
、
在
校
生
の
過
半
数
以
上
の
回
答

を
得
ま
し
た
。
本
年
度
、第
二
回
目
と
な
る「
学

生
リ
ア
ル
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
経
済

学
部
で
は
本
年
度
、
授
業
・
学
生
生
活
・
キ
ャ

リ
ア
支
援
に
関
す
る
学
生
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
「
何
が
で
き
る
の
か
」「
何
を
す

べ
き
か
」
と
い
う
改
善
施
策
を
検
討
す
る
「
学

生
リ
ア
ル
調
査
検
討
会
議
」
を
、
学
部
教
員
に

加
え
て
、
佐
野
真
之
氏
（
教
育
開
発
推
進
機
構

事
務
課
主
任
）、
川
畑
敏
之
氏
（
大
学
院
事
務

課
主
任
）、
大
矢
英
広
氏
（
教
務
課
書
記
）、
夛

田
翔
氏
（
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
書
記
）、
石

川
隼
人
氏
（
学
生
生
活
課
書
記
）
の
ご
参
加
を

得
て
組
織
し
、
デ
ー
タ
の
分
析
と
具
体
的
改
善

策
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果

は
、
年
度
末
を
目
処
に
、
経
済
学
部
の
具
体
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
公
表
し
実
施
す
る
予
定

で
す
。

経
済
学
部
生
の
活
躍

　

最
後
に
、
経
済
学
部
生
た
ち
の
学
外
で
活
躍

の
幾
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
、経
営
学
科
四
年
の
谷
口
翔
君
が「
Ｍ

Ｏ
Ｓ
世
界
学
生
大
会2015

」
の
ワ
ー
ド
部
門

で
入
賞
を
果
た
し
た
。
本
学
か
ら
の
入
賞
は
初

め
て
で
す
。M

OS

（M
icrosoft Offi

ce Specialist

）

と
は
、
十
五
年
ほ
ど
前
か
らM

icrosoft

が
、

W
ord

・Excel

・Pow
erPoint

の
利
用
ス
キ

ル
を
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
共
通
の
レ
ベ
ル
で

検
定
し
、
資
格
を
与
え
て
い
る
も
の
で
す
。
二

〇
〇
三
年
か
ら
、
合
格
者
の
う
ち
、
大
学
・
専

門
学
生
の
中
か
ら
成
績
優
秀
者
の
数
名
が
選
ば

れ
て
世
界
学
生
大
会
（
米
国
開
催
）
に
参
加
す

る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
谷
口
君
は
、
一
次
選

考
を
通
過
し
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
日
本
代

表
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
内
で
は
優

秀
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
大
学
と

社
団
法
人
神
奈
川
経
済
同
友
会
の
会
員
企
業
・

団
体
と
が
協
働
し
、
産
学
連
携
に
よ
る
学
生
の

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
課
題
解
決
型
研
究
コ

ン
ペ
で
あ
る
「
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
本
年
度
、
経
済
学
部
の

田
原
裕
子
教
授
ゼ
ミ
生
の
内
山
育
実
さ
ん
（
経

済
Ｎ
Ｗ
学
科
三
年
）、
谷
口
宏
樹
君
（
経
済
学

科
三
年
）、
松
澤
佳
菜
代
さ
ん
（
経
済
Ｎ
Ｗ
学

科
三
年
）
の
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
を
、
金
子
良

太
教
授
ゼ
ミ
生
の
佐
藤
涼
介
君
（
経
済
学
科
三

年
）、
見
附
勇
輝
君
（
経
済
学
科
三
年
）、
小
田

澤
香
菜
さ
ん
（
経
営
学
科
三
年
）、
和
田
な
つ

み
さ
ん
（
経
済
学
科
三
年
）
の
チ
ー
ム
が
優
秀

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
経
済
学
部
生
は
活
躍

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
卓
球
部
は
男
子
女
子
と
も
に
関
東

学
生
卓
球
リ
ー
グ
一
部
昇
格
を
果
た
し
ま
し

た
。
試
合
で
は
、経
済
学
生
の
近
藤
龍
斗
君（
経

済
Ｎ
Ｗ
学
科
二
年
）
や
長
尾
真
由
さ
ん
（
経
済

Ｎ
Ｗ
学
科
一
年
）
が
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
七

月
三
日
（
金
）
か
ら
韓
国
・
光
州
で
開
催
さ
れ

た
第
二
八
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に

お
い
て
、
経
済
学
部
生
で
硬
式
野
球
部
主
将
の

柴
田
竜
拓
君
が
野
球「
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
」

と
し
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。柴
田
君
は
さ
ら
に
、

十
月
二
十
二
日
開
催
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
に
お
い
て
横
浜D

eN
A

か
ら
の
指
名
を
受

け
ま
し
た
。
昨
年
度
の
山
下
幸
輝
君
に
続
く
横

浜D
eN

A

か
ら
の
指
名
で
す
。
柴
田
君
の
活

躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
開
設
五
〇
周
年

　

さ
て
、
平
成
二
十
八
年
度
、
経
済
学
部
は
開

設
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
学
部
の
歴
史
の
節

目
に
あ
た
り
、「
こ
れ
ま
で
の
五
〇
年
、
こ
れ

か
ら
の
五
〇
年
︱
過
去
か
ら
学
び　

将
来
を
見

据
え　

経
済
学
部
は
進
化
し
続
け
ま
す
︱
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、「
高
等
教
育
講
演
会
＆
Ｆ

Ａ
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、「
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」、「
地
方
分
権
・
地
方
創
生
を
考

え
る
連
続
講
演
会
」、「
学
部
開
設
五
〇
周
年
記

念
講
演
会
・
懇
親
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
八
年
度
は
院
友
経
済
会
の
創

設
六
〇
周
年
で
も
あ
り
ま
す
。
記
念
と
な
る
年

度
に
、
経
済
学
部
と
院
友
経
済
会
と
の
絆
を
よ

り
一
層
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

院
友
経
済
会
の
ご
発
展
に
も
多
大
の
ご
貢
献

を
さ
れ
た
、
学
校
法
人
國
學
院
大
學
法
人
事
務

局
長
の
坂
本
真
佐
人
様
が
本
年
度
を
も
っ
て
ご

退
職
さ
れ
ま
す
。
國
學
院
大
學
に
勤
め
る
先
人

と
し
て
、
故
郷
を
同
じ
く
す
る
先
輩
と
し
て
、

そ
し
て
富
山
東
高
等
学
校
の
同
窓
生
と
し
て
、

常
日
頃
か
ら
公
私
に
わ
た
り
大
変
良
く
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心

か
ら
の
御
礼
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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経
営
学
科
開
設
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
本

会
会
員
（
一
〇
五
期
経
済
学
部
平
成
九
年
三
月

卒
）
で
あ
り
株
式
会
社
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
代
表

取
締
役
社
長
の
小
宮
山
誠
氏
を
講
師
に
招
き
、

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
五
〇
名

を
越
え
る
在
学
生
・
母
校
教
職
員
・
一
般
の
方
々

が
来
校
し
、
講
演
前
に
は
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー
が
来
場
者
に
提
供
さ
れ
、

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
の
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
母
校
経
営
学
科

４
年
生
で
本
田
一
成
教
授
の
演
習
（
ゼ
ミ
）
で

ゼ
ミ
長
を
務
め
て
い
た
伊
藤
柚
佳
さ
ん
が
務
め

ま
し
た
。
本
学
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会
で
鍛
え
た

司
会
力
を
活
か
し
、
場
内
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

株
式
会
社
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
の
ご
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
小
宮
山
社
長
の
幼
少
時
代
・
会
社
経

営
を
行
う
ご
家
族
、
そ
し
て
今
年
の
お
正
月
大

変
な
注
目
を
集
め
た
國
學
院
大
學
久
我
山
高
等

学
校
で
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
で
取
り
組
ん
だ
思
い

出
、
様
々
な
経
験
を
積
む
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
國
學
院
大
學
で
の
学

生
時
代
を
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
自
身

の
就
職
活
動
の
軸
と
し
て
将
来
の
会
社
経
営
を

意
識
し
て
取
組
ま
れ
た
お
話
は
大
変
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。
社
会
人
と
な
ら
れ
て
か
ら
も
常

に
「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
通
じ
て
、
世
の
中
を

豊
か
に
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
想
い
を
と
て
も

丁
寧
に
お
話
頂
き
ま
し
た
。
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
す
る
際
の
覚
悟
や
悩
ま
れ
た
お
話
も
伺

う
こ
と
が
で
き
、
会

場
に
い
る
す
べ
て
の

方
の
心
に
刻
ま
れ
た

熱
い
想
い
の
あ
る
お

話
で
し
た
。
講
演
会

の
最
後
に
行
わ
れ
た

質
疑
応
答
の
時
間
で

は
様
々
な
学
部
の
学

生
か
ら
積
極
的
な
質

問
が
投
げ
か
け
ら

れ
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
真
摯
に
お
応

え
頂
い
た
姿
に
は
小

宮
山
社
長
の
お
人
柄

が
に
じ
み
出
る
と
て

も
素
敵
な
シ
ー
ン
と

な
り
ま
し
た
。
講
演

会
後
に
は
サ
プ
ラ
イ

ズ
と
し
て
小
宮
山
社

長
自
ら
講
演
会
に
参

加
さ
れ
た
方
ひ
と
り
ひ
と
り
に
銀
座
ル
ノ

ア
ー
ル
特
別
ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
、

講
演
だ
け
で
な
く
、
素
晴
ら
し
い
贈
り
物

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

鈴
木
一
匡
（
一
一
八
期
経
営
）

母
校
経
理
課
勤
務

経営学科開設１０周年記念講演会EVENT

経営学科開設１０周年記念講演会
【日　時】　平成28年 1 月30日（土）15時～16時30分
【会　場】　学術メディアセンター常磐松ホール
【講　師】　小宮山　誠 氏　　（本学経済学部卒業）
　　　　　　　　株式会社銀座ルノアール　代表取締役社長

「銀座ルノアールの想い」
－一杯のコーヒーを通して、世の中を心豊かにし、人々の幸せに貢献する！－

（下）小宮山氏自ら聴講された方々のお見送り
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Prologue

【
経
験
の
詰
ま
っ
た
四
年
間
︱
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
を
込
め
て
︱
】

経
済
学
部
経
営
学
科
四
年
　
佐
野
　
友
美

【経験の詰まった4年間－支えてくれた人に感謝を込めて－】

　

私
は
國
學
院
大
學
で
過
ご
し
た
四
年
間
が
、

今
ま
で
生
き
て
き
た
人
生
の
中
で
一
番
濃
密
な

時
間
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
思
わ

せ
て
く
れ
る
よ
う
な
魅
力
的
な
経
験
が
、人
が
、

私
の
大
学
生
活
に
は
沢
山
詰
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
私
の
大
学
生
活
の
中
核
と

な
っ
た
「
ゼ
ミ
活
動
」
と
「
就
職
活
動
」
を
中

心
に
、
こ
れ
か
ら
綴
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

『“
チ
ー
ム
”
の
持
つ
力
の
大
切
さ
』

　

私
が
大
学
生
活
を
振
り
返
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
が
「
ゼ
ミ
活
動
」
で
す
。
私
の
所
属
し

た
宮
下
ゼ
ミ
は
一
学
年
30
人
あ
ま
り
い
る
大
所

帯
の
ゼ
ミ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
考
え

な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
新
企
画
提
案
や
プ
レ

ゼ
ン
を
す
る
、
い
わ
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
以
上
に
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
を
大
切
に
す
る
実
践
的
な
ゼ
ミ
で

し
た
。
ゼ
ミ
の
時
間
外
で
の
活
動
も
多
く
、
学

生
生
活
の
多
く
が
ゼ
ミ
活
動
で
占
め
て
い
た
印

象
で
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
得
る
こ
と
の
出
来

た
学
び
、
青
春
、
友
情
が
、
こ
こ
に
は
全
て
詰

ま
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
ゼ
ミ
活
動
の
中
で
、
私
が
特
に
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
た
大
切
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。

と
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
ゼ
ミ
で
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
、
私
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ

れ
た
の
で
す
が
、
大
会
の
本
番
直
前
ま
で
案
が

ま
と
ま
ら
ず
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私

は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
仲
間
み
ん
な
の
前
で
泣
き

出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
仲
間

が
心
配
し
慰
め
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

仲
間
に
ポ
ロ
ッ
と
「
も
っ
と
仲
間
を
頼
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
た
時
に
、
私
は
思
わ
ず
ハ
ッ

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
一
人
で
取
り
ま

と
め
る
事
が
リ
ー
ダ
ー
の
務
め
だ
と
思
い
込

み
、
チ
ー
ム
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
ワ
ー
ク

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
沢
山
い
る
仲
間
達
を
信
じ
て
頼
る
こ

と
を
せ
ず
、
一
人
で
突
っ
走
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
で
し
た
。

　

こ
の
時
、
間
違
い
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た

私
は
今
ま
で
の
行
動
を
深
く
反
省
し
、
そ
れ
以

降
の
ワ
ー
ク
で
は
一
人
で
悩
む
こ
と
を
せ
ず
に

仲
間
と
相
談
す
る
機
会
を
積
極
的
に
作
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
相
互
に
頼
り
合
い
な
が

ら
良
い
意
味
で
力
を
抜
い
て
活
動
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
取

り
組
ん
だ
次
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
結
果
と
し
て

内
容
の
質
も
良
く
な
り
、
以
前
よ
り
何
倍
も
の

良
い
プ
レ
ゼ
ン
発
表
が
で
き
た
の
で
す
。ま
た
、

仲
間
と
苦
楽
を
共
に
し
た
こ
と
で
、
一
人
で
は

決
し
て
味
わ
え
な
か
っ
た
達
成
感
や
充
足
感
も

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
で
私
は
『“
チ
ー
ム
”
の
も
つ
力

の
大
切
さ
』
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
十
人
十
色
な
個
人
が
集
ま

っ
て
形
成
さ
れ
る
組
織
で
一
つ
の

ワ
ー
ク
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
の

は
、
確
か
に
時
間
も
か
か
り
意
見

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
大
変
な

面
も
多
い
と
思
い
ま
す
。で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
自
分
で
は
思
い
つ
か

な
い
発
想
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
一
人
で
は
生
み

出
せ
な
い
よ
う
な
画
期
的
な
ア
イ

デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
た
り
す
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

組
織
の
面
白
さ
で
あ
り
、
や
り
が

い
で
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
ゼ
ミ
に
入
っ
た
当
初
、
宮
下

先
生
が
「
結
果
を
出
す
以
上
に
、

皆
で
何
か
を
や
り
遂
げ
る
と
い
う

“
経
験
”
を
沢
山
積
ん
で
ほ
し
い
」

と
仰
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
、
最
終
的
に
“
結

果
を
出
す
”
と
い
う
成
果
に
も
繋
が
っ
て
く
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
学
ば
せ
て

頂
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
“
気
づ
き
”
が
で
き
た
ゼ
ミ
活
動
で宮下ゼミ夏合宿（Ｈ27.9.3～5）
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□□□□ 院友経済会会長としての挨拶Prologue 【経験の詰まった4年間－支えてくれた人に感謝を込めて－】

し
た
が
、
そ
れ
が
出
来
た
の
は
す
べ
て
ゼ
ミ
の

仲
間
達
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
二
年
半
の
間
、
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
苦
楽
を
共
に
し
、
沢
山
の
経
験
と
思
い
出
を

共
有
し
た
仲
間
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
す
。
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！ 

『
負
け
ら
れ
な
い
就
職
活
動
』

　

就
職
活
動
の
解
禁
時
期
が
変
わ
り
、
去
年
の

選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な

い
不
安
を
抱
え
な
が
ら
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
「
目
に
見
え
る
モ
ノ
を

提
供
す
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
は
関
心
が
あ
り
ま
し
た
が
、

他
業
界
の
説
明
会
に
も
参
加
を
し
、
あ
ま
り
視

野
を
狭
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
、
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
の
就
職
先
で
あ

っ
た
と
あ
る
企
業
の
見
学
会
が
学
内
で
募
集
さ

れ
て
い
た
為
、
業
界
研
究
も
兼
ね
て
興
味
本
位

で
参
加
を
し
ま
し
た
。
そ
の
企
業
が
、
私
の
就

職
先
と
な
っ
た
大
成
建
設
で
し
た
。
こ
の
見
学

会
で
渋
谷
駅
の
地
下
開
発
現
場
を
見
学
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
時
に
地
下
現
場
に
広
が
る
今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
巨
大
空
間
に
圧
倒
さ
れ
た

の
と
同
時
に
、「
こ
れ
を
全
て
人
の
手
で
作
っ

て
い
る
の
か
」
と
強
い
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
以

来
建
設
業
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。『
私
も
こ
ん
な
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
た
い
！
』
そ
ん
な
単
純
な
思
い
か
ら

建
設
業
界
を
第
一
志
望
に
決
め
、
就
職
活
動
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
単
純
な
私
で
し
た
が
、
就
職
活
動
に

対
し
て
は
「
絶
対
に
失
敗
し
た
く
な
い
」
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
、

受
験
失
敗
の
経
験
か
ら
来
る
も
の
で
し
た
。
高

校
生
の
時
に
大
学
受
験
に
失
敗
し
、
諦
め
き
れ

ず
一
年
浪
人
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
再
度
失
敗

し
、
実
は
本
学
に
は
意
気
消
沈
し
た
状
態
で
入

学
を
し
て
い
ま
し
た
。
失
敗
の
要
因
は
自
分
へ

の
甘
さ
だ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん

な
過
去
の
自
分
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
就
職

活
動
は
絶
対
に
成
功
さ
せ
る
と
心
に
決
め
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
第
一
志
望
で
あ
っ
た
大
成
建

設
を
中
心
に
何
度
も
Ｏ
Ｂ
に
お
会
い
し
て
会
社

の
事
業
内
容
や
働
き
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
、
疑
問
点
を
全
て
解
消
し
て
会
社
へ
の
理
解

を
深
め
る
努
力
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
面
接
で

自
分
の
伝
え
た
い
事
を
明
確
に
簡
潔
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
話
す
内
容
の
論
理
構
成
を
練
っ
た

り
、
大
学
職
員
の
方
や
先
輩
に
面
接
練
習
を
お

願
い
し
た
り
と
、
大
切
な
本
番
で
失
敗
し
な
い

よ
う
に
何
度
も
準
備
を
重
ね
ま
し
た
。
長
期
戦

で
あ
っ
た
た
め
途
中
で
め
げ
そ
う
に
も
な
り
ま

し
た
が
、
友
人
と
遊
ん
だ
り
食
事
に
行
っ
て
悩

み
を
共
有
し
合
い
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う

心
が
け
、
結
果
最
後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
出

来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
選
考
が
う
ま

く
い
く
こ
と
な
ど
も
ち
ろ
ん
な
く
、
悔
し
涙
を

流
す
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
最
後
に
第

一
志
望
で
あ
っ
た
大
成
建
設
か
ら
内
定
連
絡
を

頂
い
た
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
就
職
活
動
を
通
し
て
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
抜
く
経
験
が
で
き
た
こ

と
で
、「
過
去
の
自
分
を
少
し
で
も
越
え
ら
れ

た
」と
い
う
自
信
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

私
に
と
っ
て
本
当
に
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

『
最
後
に
』

　

私
の
大
学
生
活
は
、
今
ま
で
過
ご
し
た
学
生

生
活
の
中
で
一
番
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
大
学
で
過
ご
し

た
四
年
間
に
一
番
多
く
の
学
び
が
あ
り
、
出
会

い
が
あ
り
、忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
っ
て
、

本
当
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
貴
重
な
経
験
一

つ
一
つ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事

を
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
ゼ
ミ
の
仲

間
、
友
人
、
先
輩
、
先
生
、
職
員
の
方
々
、
そ

し
て
両
親
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
お
礼

を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
國
學
院
大
學

経
済
学
部
の
卒
業
生
と
し
て
胸
を
張
り
、
自
分

の
夢
と
目
標
に
向
か
っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
野
　
友
美

（SA
N

O
, Y

um
i

）

所
　
　
属
：
経
済
学
部
経
営
学
科

出
身
高
校
：
淑
徳
与
野
高
等
学
校

ゼ
　
　
ミ
：
宮
下
雄
治
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

進
路
予
定
：
大
成
建
設
株
式
会
社

ゼミ同期との新年会（Ｈ27.1.14渋谷）
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経
済
学
部
准
教
授
　
宮
下
　
雄
治

　

本
年
度
の
経
済
学
会
懸
賞
論
文
に
は
二
〇
本
の
応
募
が
あ
っ

た
。
例
年
よ
り
少
な
い
応
募
総
数
と
な
っ
た
が
、
学
生
に
と
っ

て
身
近
な
問
題
か
ら
、
経
済
や
経
営
の
最
先
端
で
起
こ
っ
て
い

る
事
象
ま
で
幅
広
い
テ
ー
マ
が
寄
せ
ら
れ
、
質
的
に
は
充
実
し

た
論
文
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

論
文
の
審
査
は
、
論
理
性
・
独
自
性
・
専
門
性
・
文
章
表
現

の
観
点
か
ら
評
価
を
お
こ
な
い
、
審
査
に
は
経
済
学
部
の
ほ
ぼ

全
員
の
専
任
教
員
が
当
た
っ
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
経
済

学
部
総
務
委
員
会
が
審
議
を
お
こ
な
い
、最
優
秀
賞
（
青
木
賞
、

一
本
）、
優
秀
賞
（
三
本
）、
佳
作
（
六
本
）、
努
力
賞
（
五
本
）

を
選
出
し
た
。

　

以
下
に
、
最
優
秀
賞
（
青
木
賞
）
と
優
秀
賞
に
限
っ
て
、
論

文
の
概
要
と
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
記
す
。

　

最
優
秀
賞（
青
木
賞
）を
受
賞
さ
れ
た
坂
元
か
お
り
さ
ん（
経

済
学
科
四
年
）
は
、
昨
年
、
本
懸
賞
論
文
に
共
著
で
応
募
し
て

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
本
年
度
は
見
事
「
最
優
秀
賞
」

に
輝
い
た
。
本
年
度
の
論
文
「
山
形
県
鶴
岡
市
の
山
五
十
川
に

お
け
る
民
俗
芸
能
の
存
続
基
盤
︱
保
存
組
織
と
経
費
の
視
点
か

ら
︱
」
は
、
地
域
共
同
体
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
民
俗
芸
能

の
存
続
に
焦
点
を
あ
て
、
芸
能
活
動
に
関
わ
る
「
経
費
」
と
そ

れ
を
支
え
る
「
保
存
組
織
」
と
い
う
２
つ
の
地
域
資
源
の
観
点

か
ら
継
承
問
題
に
深
く
切
り
込
ん
で
い
る
。
事
例
と
し
て
取
り

上
げ
た
地
域
は
山
形
県
鶴
岡
市
山
五
十
川
で
あ
り
、
同
地
域
に

は
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
の
高
い
水
準
で

保
存
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
民
俗
芸
能
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
論
文
で
は
①
一
つ
の
地
域
で
二
つ
の
芸
能
を
継
承

す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
、
②
自
治
会
内
に
お
け
る
芸
能
運
営

団
体
（
古
典
芸
能
保
存
部
）
の
位
置
づ
け
、
③
山
五
十
川
に
お

け
る
民
俗
芸
能
の
継
承
問
題
の
実
態
の
三
点
の
考
察
を
行
い
、

民
俗
芸
能
の
継
承
問
題
に
対
す
る
既
存
の
捉
え
方
に
新
た
な
視

点
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

同
論
文
は
、
上
記
審
査
基
準
す
べ
て
に
お
い
て
高
い
完
成
度

で
あ
る
と
と
も
に
、
特
筆
す
べ
き
点
は
民
俗
学
的
分
野
に
経
営

学
的
分
析
を
導
入
し
て
お
り
、
野
心
的
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

最
高
得
点
を
獲
得
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
矢
野
称
歩
さ
ん
（
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
学
科
四
年
）
の
「
発
展
を
阻
む
バ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
︱

サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
の
政
治
経
済
学
︱
」
は
、
ア
フ
リ

カ
諸
国
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
い
う
非
経
済
的
要
素
と
経
済
成
長
や
貧
困
と
い
う
経
済
的
要

素
の
関
係
性
の
解
明
を
試
み
た
大
変
意
欲
的
な
論
文
で
あ
る
。

政
治
学
の
見
地
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
を
丁
寧
に
整
理
し
、

経
済
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
後
に
、

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
成
長
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
に
つ
い

て
、世
界
銀
行
が
発
表
す
る
世
界
ガ
バ
ナ
ン
ス
指
標
か
ら
分
析
・

考
察
を
加
え
、
現
状
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
問
題
点
を
抽
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
ル
ワ
ン
ダ
の
二
国
を
事

例
に
取
り
上
げ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
未
整
備
が
政
治
・
経
済
の
混

乱
を
抑
制
で
き
ず
に
い
る
事
実
を
詳
述
し
て
い
る
。
全
体
的
に

分
か
り
や
す
い
文
章
で
論
理
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。
本
論
文
も
四
つ
の
評
価
基
準
す
べ
て
に
お
い
て

高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
の
秋
本
麻
衣
さ
ん（
経
済
学
科
四
年
）の「
完

成
車
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
研
究
開
発
費
の
会
計
︱
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適

用
の
事
例
分
析
を
も
と
に
︱
」
は
、
自
動
車
の
完
成
メ
ー
カ
ー

が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
（
国
際
財
務
報
告
基
準
）
を
適
用
し
た
際
の
研
究

開
発
費
の
会
計
に
焦
点
を
当
て
、
研
究
開
発
費
を
全
額
費
用
計

上
す
る
日
本
基
準
と
米
国
基
準
、
そ
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
３
基
準

を
比
較
検
討
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
導
入
し
て
い
る
欧
州
企

業
の
事
例
と
し
て
、BM

W
, D

aim
ler, V

W
, Renault

を
事

例
に
各
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
財
務
諸
表
の
分
析
、
各
社
の
開
発

資
産
が
貸
借
対
照
表
に
与
え
る
影
響
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
た
研
究
開
発
費
が
損
益
計
算
書
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
丁
寧
か
つ
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
、
国
内
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
考
慮
す
べ
き
事

項
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
論
文
は
、
先
行
す
る
欧
州
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
実
態
を

丁
寧
に
分
析
し
、
日
本
で
の
導
入
や
課
題
に
つ
い
て
説
得
力
の

あ
る
結
論
を
導
い
て
い
る
。論
旨
が
明
確
で
理
解
し
や
す
い
点
、

そ
し
て
文
章
表
現
の
適
切
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

同
じ
く
優
秀
賞
の
鈴
木
陽
介
さ
ん
（
経
営
学
科
四
年
）
の

「N
BA

 Regular-Season

に
お
い
て
勝
率
の
高
い
チ
ー
ム
の

研
究
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
四
大
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｎ
Ｂ
Ａ
）
に
お
い
て
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
勝
率
の
高
い
チ
ー
ム
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
論
文
で
あ
る
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
リ
ー
グ
の
三
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
レ

ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
成
績
表
と
Ｎ
Ｂ
Ａ
チ
ー
ム
の
資
産
情
報

の
デ
ー
タ
を
用
い
、
単
回
帰
分
析
と
重
回
帰
分
析
の
統
計
手
法

に
よ
り
デ
ー
タ
を
丁
寧
に
処
理
し
な
が
ら
分
析
を
す
す
め
、
議

論
を
丁
寧
に
展
開
し
て
い
る
点
が
高
い
評
価
に
繋
が
っ
た
。
論

旨
が
明
確
で
あ
り
、
説
得
力
の
あ
る
結
論
を
導
い
て
い
る
点
、

そ
し
て
文
章
表
現
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
こ
に
あ
げ
た
四
つ
の
論
文
を
は
じ
め
、
水
準
の
高
い
論
文

が
今
年
は
多
か
っ
た
。
佳
作
が
六
本
、
努
力
賞
が
五
本
と
い
う

結
果
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
た
だ
、最
優
秀
賞
（
青
木
賞
）

と
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
た
四
本
は
、
選
外
と
な
っ
た
論
文
に
比

2015年度　経済学会学生懸賞論文　講評
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べ
て
、
借
り
物
で
は
な
く
自
分
の
言
葉
で
丁
寧
に
書
け
て
い
る

と
い
う
点
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
全
体
的
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
情
報
や

デ
ー
タ
を
無
批
判
に
記
載
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
論
文
が
目

立
っ
た
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
批

判
的
検
討
を
加
え
た
意
欲
的
な
論
文
が
次
年
度
以
降
、
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
応
募
本
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
残
念

で
あ
る
。
こ
の
原
因
を
よ
く
検
討
し
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
よ
り
魅
力
的
な
発
表
の
場
と
し
て
応
募
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。

尾近経済学部長と最優秀賞を受賞した坂元かおりさん（経済学科４年生）

経済学会懸賞論文審査結果

審査結果 所　　属 氏　　名 テ　ー　マ

最優秀賞
（青木賞） 経済4年 坂元かおり 山形県鶴岡市山五十川における民俗芸能の存続基盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-保存組織と経費の視点から-

優秀賞

ネット4年 矢野　称歩 発展を阻むバッド・ガバナンス　　-サブ・サハラ・アフリカの政治経済学-

経済4年 秋本　麻衣 完成車メーカーにおける研究開発費の会計　　-IFRS適用の事例分析をもとに-

経営4年 鈴木　陽介 NBA　Regular-Seasonにおいて勝率の高いチームの研究

佳　作

ネット4年 畔田　正喬 大都市近郊での「聖地巡礼」を用いた地域活性化の課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　-武蔵野市すきっぷ通り商店街を事例に-

経営4年 上田　健太 日本の「国家ブランド」構築　　-従来のブランド概念を越えて-

経済4年 川端　脩平 西葛西におけるインド人によるエスニック・ビジネスの実態

経営4年 定平　　葵 IFRSの無形資産の開示における特徴と重要性
　　　　　　　　　-情報・通信業と医薬品業における日本基準との比較を通じて-

ネット4年 坂田　知也 開発途上国の貧困と援助から発展を考える
　　　　　　　　　　　　　　　-支援のあり方とより良い社会を実現するために-

経営4年 高島里緒菜 IFRS適用に伴うポイントの会計の変化

努力賞

経済4年 齊藤　拓人 自動車部品メーカーの財務分析　　-デンソーとボッシュの比較-

ネット4年 藤本　祥造 Jリーグにおける攻撃戦術の統計学的分析

経済4年 杉本　夏子 ホフステッド指数からみた日本人の消費動向と東京ディズニーリゾートの経営戦略

経済4年 三上　優樹 介護ロボットが介護の現場に与える影響と普及への課題

経済1年 大津　翔平 日本のカギ「品川」という街を考える

■応募総数20本　最優秀賞（青木賞）1本　優秀賞3本　佳作6本　努力賞5本
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Prologue

最
優
秀
賞
受
賞
に
寄
せ
て

経
済
学
科
四
年
　
坂
元
　
か
お
り

最優秀賞受賞に寄せて

◆
論
文
の
紹
介

　

本
論
文
の
一
番
大
き
な
目
的
は
民
俗
芸
能
の

継
承
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
民
俗

芸
能
と
は
人
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
、

住
民
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
も
の
で
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
一
つ

の
稽
古
や
舞
台
を
共
に
す
る

こ
と
か
ら
、
子
供
た
ち
へ
の

指
導
を
通
し
て
人
づ
く
り
を

担
う
教
育
的
機
能
や
、
住
民

同
士
の
交
流
を
深
め
て
地
域

運
営
の
円
滑
化
を
図
る
社
交

的
機
能
と
い
っ
た
地
域
に
と

っ
て
大
変
重
要
な
機
能
を
備

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
の
少
子
高
齢
化
、過
疎
化
、

社
会
構
造
の
変
化
な
ど
の
問

題
は
民
俗
芸
能
の
存
続
基
盤

を
揺
る
が
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　

存
続
基
盤
を
具
体
的
に
考

察
す
る
た
め
、
事
例
地
域
に

山
形
県
鶴
岡
市
山
五
十
川
集

落
を
選
び
ま
し
た
。
山
五
十

川
は
人
口
減
少
が
急
速
に
進

み
、
高
齢
化
率
が
二
〇
一
五

年
の
時
点
で
４
２
・
３
％（
全

国
平
均
２
6
・
0
％
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

一
つ
の
地
域
で
「
山
戸
能
」
と
「
山
五
十
川
歌

舞
伎
」
の
二
つ
の
民
俗
芸
能
を
伝
承
し
続
け
て

き
た
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
地
域
で
す
。

 

ま
た
、
そ
の
ど
ち
ら
も
が
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き

点
で
す
。
さ
ら
に
、
民
俗
芸

能
の
保
存
活
動
は
「
○
○
保

存
会
」
と
い
う
独
立
し
た
組

織
で
行
わ
れ
る
の
が
一
般

的
と
さ
れ
て
い
る
中
、
山
五

十
川
で
は
自
治
会
内
に
あ

る
「
古
典
芸
能
保
存
部
」
と

い
う
一
つ
の
部
で
民
俗
芸

能
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

保
存
の
規
模
・
水
準
・
方
法

と
も
に
珍
し
い
山
五
十
川

に
お
い
て
、
民
俗
芸
能
の
存

続
基
盤
を
形
成
す
る
地
域

資
源
「
ヒ
ト
（
継
承
活
動
を

行
う
保
存
組
織
）」
と
「
カ

ネ
（
民
俗
芸
能
を
演
じ
る
た

め
に
必
要
な
経
費
）」
か
ら

分
析
す
る
こ
と
で
、
継
承
問

題
の
実
態
に
迫
り
ま
し
た
。

 

◆
論
文
執
筆
に
あ
た
り

 　

苦
労
し
た
点
、
感
想

　
「
や
っ
ぱ
り
お
金
な
ん
だ
よ
な
ぁ
」
聞
き
取

り
調
査
を
し
て
い
た
際
、
地
域
の
方
が
ポ
ロ
リ

と
こ
ぼ
し
た
一
言
に
継
承
問
題
の
実
情
を
垣
間河内神社春祭典での道行囃子と行列の様子（2015年5月3日撮影）

山形県鶴岡市山五十川集落の秋の風景（2014年11月22日撮影）

「
山
形
県
鶴
岡
市
山
五
十
川
に
お
け
る
民
俗
芸
能
の
存
続
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　 

︱
保
存
組
織
と
経
費
の
視
点
か
ら
︱
」
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□□□□ 院友経済会会長としての挨拶

塞土祭「恋慕の舞」への出演（2016年1月17日撮影）

Prologue 最優秀賞受賞に寄せて

見
て
、
論
文
の
方
向
性
を
決
め
ま
し
た
。
タ
ブ

ー
と
思
わ
れ
る
経
費
に
つ
い
て
継
承
者
の
方
々

か
ら
詳
細
な
お
話
を
聞
き
、「
決
算
書
を
見
せ

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
お
願
い
す

る
こ
と
は
本
当
に
無
礼
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

踏
み
込
ん
だ
研
究
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
崩

壊
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
悩
ん

だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
た
り
障

り
の
な
い
研
究
は
な
ん
の
意
味
も
持
た
な
い
こ

と
を
心
の
ど
こ
か
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
住
民

の
方
々
が
耳
の
痛
く
な
る
話
も
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
軌
跡
も
、
そ
の

す
べ
て
が
地
域
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
研
究
で

あ
り
た
い
と
い
う
一
心
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

現
状
を
自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、

肌
で
感
じ
て
、
地
域
の
方
々
の
目
線
に
で
き
る

限
り
近
づ
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
、
約

１
年
半
に
わ
た
り
就
職
活
動
と
並
行
し
な
が
ら

現
地
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
就
職
活
動
の
面
接

の
後
に
新
幹
線
に
乗
り
込
ん
で
山
形
へ
向
か

い
、
次
の
日
に
は
戻
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
も

会
計
に
つ
い
て
も
知
識
が
乏

し
か
っ
た
た
め
移
動
時
間
に

文
献
を
読
み
込
み
、
常
に
論

文
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
時
間
を
見

つ
け
て
は
稽
古
や
公
演
、
地

域
の
行
事
や
小
学
校
の
閉
校

式
な
ど
に
足
を
運
び
、
そ
の

後
の
懇
親
会
に
も
毎
回
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら

地
域
の
皆
さ
ま
の
本
音
に
耳

を
傾
け
る
ひ
と
と
き
が
楽
し

み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し

た
。

 

二
〇
一
六
年
一
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
塞
土

祭
で
は
、山
戸
能
の
演
目
の
一
つ
「
恋
慕
の
舞
」

に
地
謡
で
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

戸
能
の
約
五
百
年
の
歴
史
上
、
初
め
て
女
性
が

日
に
行
わ
れ
る
山
五
十
川
集
落
の
一
日
研
修
会

に
講
師
と
し
て
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
本
研
究
の
結
果
を
地

域
の
皆
さ
ま
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。 

舞
台
に
立
つ
と
い
う
大
役
で
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、
役
者
の
方
々
の
舞
台
裏
で
の
真
剣
な

眼
差
し
、
静
寂
な
が
ら
も
緊
張
感
漂
う
畳
の
上

の
光
景
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
二
月
七

山五十川歌舞伎「菅原伝授手習鑑 吉田社頭車曳きの場」（2015年5月3日撮影）



院友経済 2016　14

山
五
十
川
集
落
の
皆
さ
ま
に
は
調
査
に
ご
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
研
究
以
外

の
場
面
で
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
決
算
書
な
ど
の
大
変
重
要
な
内
部
資
料
の

公
開
も
ご
快
諾
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
生

の
研
究
に
お
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
二
度

と
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
機
会
を
た
く
さ
ん
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
恩
返
し
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
最
後
に

　

論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
田
原

裕
子
教
授
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
。
民
俗
芸
能
と
経
済
学
を

結
び
つ
け
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
未
知
の
分
野
で

し
た
が
、
田
原
教
授
の
適
切
な
ご
指
摘
と
厳
し

く
も
温
か
い
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ

そ
、
受
賞
に
値
す
る
論
文
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
研
究
に
対
し
て
真

摯
に
取
り
組
み
妥
協
し
な
い
姿
勢
、

机
上
の
空
論
で
は
な
く
現
場
を
知

る
こ
と
の
大
切
さ
、
論
文
を
書
き
上

げ
て
終
わ
り
で
は
な
く
地
域
の

方
々
に
研
究
の
成
果
を
還
元
す
る

こ
と
の
喜
び
を
田
原
教
授
か
ら
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
原
裕
子
教
授
を
は
じ
め
、
共
に

健
闘
し
た
田
原
ゼ
ミ
一
〇
期
生
の

仲
間
、
田
原
ゼ
ミ
の
偉
大
な
る
先
輩

方
・
大
切
な
後
輩
、
い
つ
も
支
え
て

く
れ
た
友
達
、
家
族
、
論
文
を
評
価

し
て
く
だ
さ
っ
た
経
済
学
部
教
授

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
並
々
な
ら
ぬ
お

力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
山
五
十
川

集
落
の
皆
さ
ま
並
び
に
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ

り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

坂
元
　
か
お
り

（SA
K

A
M

O
T

O
, K

aori

）

経
済
学
部
経
済
学
科

出 

身 

校
　
神
奈
川
県
立
湘
南
台
高
等
学
校

所
属
ゼ
ミ
　
田
原
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

五十川を前に響き渡る囃子方の演奏（2015年5月3日撮影）

山戸能「恋慕の舞」（2015年5月3日撮影）

Prologue 最優秀賞受賞に寄せて
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校
歌
の
大
学
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
が
國
學
院
大
學
に
惹
か
れ
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
ポ
リ
で
ま
だ
学
ぶ
べ
き
学

問
の
対
象
も
明
確
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で

観
す
る
だ
け
の
後
に
「
シ
ラ
ケ
世
代
」
と
よ
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
若
者
で
し
た
。

　

私
は
彼
ら
の
思
想
や
行
動
に
高
校
生
と
し
て

無
視
で
き
な
い
と
の
思
い
を
持
ち
つ
つ
も
、
一

方
で
は
当
時
の
若
者
と

し
て
は
少
々
保
守
的
思

考
で
は
あ
り
ま
す
が
日

本
の
歴
史
や
伝
統
と
い

う
も
の
へ
の
思
い
も
持

っ
て
い
ま
し
た
。
前
後

し
ま
す
が
三
島
由
紀
夫

の
小
説
を
読
ん
で
い
た

こ
と
も
影
響
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
衛
隊
市
ヶ
谷
で

の
事
件
を
期
に
読
ん
だ

「
豊
饒
の
海
」
の
第
二

巻
「
奔
馬
」
の
主
人
公

が
國
學
院
大
學
生
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
作
家

の
思
想
に
手
放
し
で
共

鳴
し
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
そ
の
関
連

か
ら
「
国
の
基
を　

研

む
る
と
こ
ろ
」
と
い
う

國
學
院
大
學
入
学
ま
で

　

昭
和
四
十
年
代
後
半
の
学
生
運
動
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
ろ
に
高
校
生
だ
っ
た
私

は
、
当
時
新
宿
地
下
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
反
戦
フ
ォ
ー
ク
集
会
」
や
安
田
講
堂
の
「
攻

防
戦
」、
そ
し
て
赤
軍
派
の
「
浅
間
山
荘
事
件
」

な
ど
の
学
生
運
動
の
盛
ん
な
時
代
の
中
で
生
き

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
活
動
す
る
彼
ら
を
傍

お
墓
参
り

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日
、
私
は
十
数

名
の
旧
高
柳
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
と
と
も
に
、

昨
年
四
月
に
逝
去
さ
れ
た
恩
師
故
高
柳
良
治
先

生
の
お
墓
に
初
め
て
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
先
生
の
奥
様
、
ご
長
男
そ

し
て
そ
の
お
子
様
も
み
え
ま
し
た
。

　

お
墓
は
生
前
先
生
が
好
き
だ
っ
た
「
大
山
」

が
見
え
る
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
と
奥
様

が
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
は
ご
出
身

の
故
郷
群
馬
県
の
沼
田
か
ら
上
京
さ
れ

て
か
ら
ず
っ
と
東
京
と
神
奈
川
で
過
ご

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
老
名
市
に
お

住
ま
い
の
こ
ろ
か
ら
あ
の
「
大
山
」
に

も
し
か
す
る
と
故
郷
群
馬
の
山
々
を
か

さ
ね
て
い
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
高

校
時
代
の
三
年
間
で
す
が
上
州
の
山
々

を
望
む
群
馬
県
に
住
ん
で
い
た
私
は
思

い
ま
し
た
。

　

お
墓
に
手
を
合
わ
せ
、
私
に
は
も
う

「
先
生
」
と
よ
べ
る
方
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
寂
し
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。　

随 想 國學院大學と恩師高柳良治先生の思い出

國
學
院
大
學
と
恩
師
高
柳
良
治
先
生
の
思
い
出

経
済
学
部
経
済
学
科
八
五
期
　
中
山
　
俊
夫

1981年　新宿で行った先生のドイツ留学壮行会

1989年　麹町会館（当時）のOB会
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と
で
す
。

悔
悟

　

お
墓
参
り
の
前
に
奥
様
か
ら
先
生
の
遺
稿
集

と
も
い
え
る
著
作
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
社
会
経
済
思

想
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
本
を
開
い
た

に
就
任
さ
れ
、
私
は
ゼ
ミ
生
Ｏ
Ｂ
と
し
て
も
何

か
誇
ら
し
く
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
当
時

の
思
い
出
と
し
て
は
大
学
の
校
舎
は
ま
だ
建
変

わ
る
ず
っ
と
前
で
し
た
が
、
随
分
古
め
か
し
い

と
感
じ
た
学
部
長
室
に
お
邪
魔
し
そ
の
日
開
催

さ
れ
た
「
院
友
政
経
」
の
集
い
に
出
席
し
た
こ

か
し
い
も
の
で
す
が
、
先
生
か
らaufheben

（
止
揚
）
〜　

否
定
と
同
時
に
高
め
る
と
い
う

意
味
を
も
つ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
概
念
を
伺

っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か

と
単
純
に
驚
い
た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
こ
の
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
ゼ
ミ
で
マ
キ
ャ

ベ
リ
の
あ
る
文
を
読
ん
で
感
想
を
求
め
ら
れ
た

時
私
は
「
こ
ん
な
軍
国
主
義
的
な
考
え
に
は
賛

成
で
き
ま
せ
ん
」
な
ど
と
実
に
単
純
に
答
え
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
先
生
か
ら
「
社

会
思
想
史
を
学
ぶ
者
は
そ
の
時
代
に
身
を
処
し

て
み
る
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
す
。

　

私
は
こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
情
け
な
い
学
生
で

あ
り
、
そ
の
後
も
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
な
が

ら
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
勉
強
し
た
の

か
、
ま
た
読
書
し
た
の
か
と
今
更
恥
じ
入
る
ば

か
り
で
す
。

卒
業
後

　

就
職
し
て
か
ら
は
頻
繁
に
先
生
と
お
会
い
す

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
一
九
八
一
年

六
月
に
先
生
が
ド
イ
ツ
の
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
の
大

学
に
留
学
さ
れ
る
前
に
新
宿
で
行
っ
た
壮
行

会
、
ま
た
一
九
八
九
年
に
麹
町
会
館
で
華
々
し

く
行
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
は
、
折
し
も
ベ
ル
リ
ン
の
壁

の
崩
壊
が
始
ま
っ
た
次
の
日
の
十
一
月
十
一
日

で
あ
っ
た
こ
と
が
な
に
か
遠
い
夢
の
よ
う
な
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

　

そ
の
後
先
生
は
一
九
九
七
年
に
経
済
学
部
長

す
が
、
少
な
く
と
も
「
歴
史
を
知
ら
ず
し
て
は

現
在
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」

と
の
頑
な
な
思
い
だ
け
は
持
っ
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

先
生
と
の
出
会
い

　

私
は
昭
和
四
十
八
年
に
経
済
学
部
経
済
学
科

に
入
学
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
初
め

て
お
会
い
し
た
当
時
の
高
柳
講
師
は
遠
藤
周
作

を
彷
彿
さ
せ
、
専
門
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
研
究
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
時
私
は
ヘ
ー
ゲ
ル

を
ほ
と
ん
ど
知
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
不
遜
に
も

「
今
を
時
め
く
マ
ル
ク
ス
や
ウ
ェ
バ
ー
に
比
べ

て
ず
い
ぶ
ん
古
く
時
代
遅
れ
な
人
物
を
研
究
し

て
い
る
人
だ
な
」

な
ど
と
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
と
は
い
え
私

は
元
来
ド
イ
ツ
史
や
革
命
史
に
も
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
研
究
を
し
て
い
る

先
生
に
出
会
え
た
こ
と
に
な
に
か
運
命
的
な
も

の
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。

　

そ
の
せ
い
か
一
年
次
の
先
生
の
授
業
〜
当
時

の
「
プ
ロ
ゼ
ミ
」
を
経
て
、
大
学
で
先
生
が
講

義
さ
れ
て
い
る
「
社
会
思
想
史
」
こ
そ
、
私
が

学
生
と
し
て
学
び
た
か
っ
た
学
ぶ
べ
き
学
問
だ

と
い
う
こ
と
が
や
っ
と
明
確
に
な
り
、
二
年
生

に
な
っ
て
か
ら
は
三
年
前
に
出
来
た
ば
か
り
の

先
生
の
ゼ
ミ
に
も
出
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ゼ
ミ
で
の
思
い
出
…
と
い
っ
て
も
少
々
恥
ず

随 想 國學院大學と恩師高柳良治先生の思い出

1997年　「院友政経」の集い終了後　院友会館ロビーにて
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だ
け
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
関
連
か
ら
先
生
が
研

究
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
と
は
ま
っ
た
く
正
反
対
に

位
置
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
一
生

の
研
究
課
題
と
も
い
え
る
「
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
主

義
」
を
見
つ
け
ら
た
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
先
生

か
ら
の
「
賜
物
」
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
先

生
や
諸
先
輩
と
の
数
々
の
思
い
出
と
と
も
に
私

の
心
に
輝
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

思
い
出
多
き
國
學
院
大
學
の
四
年
間･･･

そ

し
て
高
柳
良
治
先
生　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
い
て
昨
年
先
生
の
ご
逝
去
を
聞
い

て
、
何
故
か
当
時
自
分
の
書
い
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

論
文
を
読
み
返
し
、
改
め
て
原
稿
用
紙
か
ら
活

字
に
書
き
起
こ
し
て
み
て
そ
の
あ
ま
り
の
拙
さ

に
呆
れ
つ
つ
も
、
卒
業
後
も
う
一
度
書
き
直
し

て
み
よ
う
と
か
、
も
っ
と
深
く
勉
強
し
て
み
よ

う
な
ど
と
思
い
っ
て
い
た
の
に
結
局
い
ま
ま
で

何
も
し
な
か
っ
た
こ
と
を
含
め
、
あ
れ
か
ら
四

十
年
近
く
経
っ
て
そ
れ
も
先
生
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
何
を
今
更
や
っ
て
い
る
の
だ･･･

と
悔
悟

の
念
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

想
い
（
感
謝
）

　

私
は
既
に
還
暦
を
通
り
越
し
て
三
年
後
退
職

を
控
え
た
一
介
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
、
こ

の
年
に
な
っ
て
来
し
方
を
み
や
れ
ば
…
希
望
し

て
い
た
國
學
院
大
學
に
入
学
で
き
て
高
柳
先
生

に
教
え
を
受
け
た
四
年
間
、
そ
し
て
卒
業
後
を

含
め
て
先
生
や
ゼ
ミ
の
諸
先
輩
や
同
輩
・
後
輩

と
と
も
に
過
ご
し
た
思
い
出
多
き
時
々
は
、
今

ま
で
の
後
悔
ば
か
り
の
私
の
生
き
様
の
中
に
あ

っ
て
は
異
彩
を
放
っ
て
い
た
時
間
だ
っ
た
と
今

更
な
が
ら
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
先
生
の
ゼ
ミ
に
在
籍
し
た
時
に
ゼ
ミ
長

に
指
名
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と･･･

そ
の
当
時

の
不
甲
斐
無
い
実
績
を
恥
じ
つ
つ
も
、
私
の
人

生
の
中
で
数
少
な
い
誇
り
と
す
る
こ
と
を
許
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
先
生
か
ら
私
の
ゼ
ミ
論
と
し

て
の
「
ド
イ
ツ
三
月
革
命
」
を
示
唆
し
て
い
た

書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
結
婚
披
露
宴

で
は
祝
辞
ま
で
頂
戴
し
た
と
い
う
の
に
、
私
は

先
生
に
何
を
お
返
し
し
た
の
だ
ろ
う･･

生
前

先
生
の
書
か
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
関
連
の
文
を
頂
い

て
も
、
結
局
何
の
感
想
も
申
し
上
げ
る
こ
と
す

ら
で
き
な
か
っ
た
で
は
な
い
か･･･

。

時
涙
が
零
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ

の
夜
酒
を
い
さ
さ
か
飲
み
過
ぎ
て
い
た
こ
と

や
、
年
と
と
も
に
涙
腺
が
緩
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
そ
れ
だ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
就
職
に
当
た
っ
て
先
生
に
推
薦
状
ま
で

随 想 國學院大學と恩師高柳良治先生の思い出

中
山
　
俊
夫
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）

高
柳
ゼ
ミ
四
期
生

2015年　故高柳先生の墓前にて
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随 想 後輩の諸君へ

後
輩
の
諸
君
へ

政
経
学
部
経
済
学
科
七
〇
期
　
谷
本
　
秀
男

授
業
態
度
と
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
　

及
び
趣
味
に
就
い
て

　

授
業
は
単
に
卒
業
す
る
為
の
単
位
取
得
で
は

無
く
、
真
剣
且
つ
集
中
力
で
授
業
に
臨
み
、
し

っ
か
り
身
に
着
け
て
卒
業
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
昔
と
違
い
、
今
の
授
業
は
実
社
会
に
即

対
応
出
来
る
内
容
で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま

す
。
再
び
大
学
に
戻
っ
て
勉
学
に
励
も
う
と
し

て
も
、
現
実
的
に
は
無
理
な
事
で
有
り
ま
す
。

そ
れ
故
、
前
述
勉
学
の
心
構
え
が
必
要
と
な
っ

て
参
り
ま
す
。

　

力
を
付
け
て
卒
業
す
れ
ば
、
奉
職
し
た
先
で

「
ピ
カ
ッ
」
と
光
る
存
在
と
印
象
に
な
る
筈
で

す
。
又
信
頼
性
の
向
上
に
も
な
り
ま
す
。

　
（
実
社
会
に
出
た
ら
余
程
時
間
管
理
を
シ
ビ

ア
に
し
ま
せ
ん
と
、
日
々
の
担
当
業
務
に
追
わ

れ
、
勉
強
時
間
の
確
保
は
難
し
く
な
る
と
考
え

ま
す
。）

　

基
本
的
に
は
「
後
で
処
理
」
で
は
無
く
、少
々

時
間
が
掛
っ
て
も
そ
の
都
度
処
理
す
る
様
に
し

た
方
が
、
組
織
内
で
の
印
象
が
良
く
な
り
、
結

果
的
に
後
の
流
れ
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
在
学
中
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
合
気
道
と
弓

道
（
和
弓
）
に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
若
い

時
に
経
験
し
た
事
は
今
で
も
応
用
が
効
き
ま

す
。

　

在
学
中
に
親
し
か
っ
た
ク
ラ
ブ
仲
間
に
電
話

し
て
、渋
谷
で
の
「
飲
み
会
」
に
誘
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
時
間
的
余
裕

が
無
い
の
で
す
。

　

結
局
、
在
学
中
の
想
い
出
し
か
残
ら
ず
、
寂

し
い
限
り
で
す
。

　

此
の
経
験
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
を
共
に
過
ご
し

た
仲
間
は
、
卒
業
後
も
人
的
繋
が
り
を
何
ら
か

の
形
で
保
つ
事
が
必
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
大
学
の
行
事
に
は
努
め
て
積
極
的
に

出
席
し
た
い
も
の
で
す
。

　　

自
分
の
子
供
が
結
婚
し
て
子
供
（
孫
）
が
出

来
る
と
、
何
の
趣
味
も
無
い
人
は
時
間
は
持
て

余
す
程
あ
り
、
時
間
の
消
化
に
苦
慮
し
て
い
る

人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
人
生
を
成
り
行
き
で
過
ご
し
て
い

る
人
達
で
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
人

夫
々
持
ち
時
間
が
有
り
ま
す
。

　

折
角
人
間
に
生
ま
れ
て
来
た
か
ら
に
は
「
人

と
し
て
の
道
」
を
踏
み
外
さ
な
い
で
、
人
生
を
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随 想 後輩の諸君へ

有
意
義
に
過
ご
す
べ
き
と
固
く
信
じ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
に
は
時
間
を
無
駄
な
く
大
切
に
使
う
事

で
す
。

　

心
身
の
鍛
え
と
趣
味
を
幾
つ
か
持
つ
事
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
日
常
的
に
は
区
の
体

育
館
で
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
泳
を
、
週

最
低
２
回
は
行
き
ま
す
。
登
山
は
関
東
の
名
だ

た
る
山
は
殆
ど
踏
破
致
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
七
十
六
歳
に
な
っ
た
今
、
過
去
に

踏
破
し
た
山
で
も
季
節
ご
と
に
風
情
が
有
っ
て

と
て
も
良
い
も
の
で
す
。
春
の
梅
、
桜
に
始
ま

り
、
夏
の
草
い
き
れ
の
中
、
野
鳥
の
囀
る
声
を

楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
ま
た
格
別

で
す
。

　

料
理
（
ク
ラ
ブ
で
十
二
年
間
勉
強
）・
漬
物
・

食
パ
ン
等
何
で
も
作
る
事
が
出
来
ま
す
。

　　

そ
の
契
機
は
、
も
し
も
妻
が
悪
性
の
風
邪
に

掛
っ
た
時
、
幼
子
に
食
事
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
買
っ
て
く
れ
ば
簡
単
で
す
が
。
合

成
着
色
料
や
ソ
ル
ビ
ッ
ト
（
防
腐
剤
）
で

　

作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
私
は
全
て
手
製
オ
ン

リ
ー
で
す
。

　　

私
は
妻
の
体
調
が
良
く
な
い
時
は
妻
と
の
相

互
扶
助
の
観
点
か
ら
「
何
が
食
べ
た
い
か
」
を

聞
い
て
希
望
通
り
の
食
事
を
セ
ッ
ト
し
て
い
ま

す
。

　　

健
康
管
理
と
家
族
（
孫
を
含
め
）
の
安
寧
祈

願
の
為
、
秩
父
三
十
四
札
所
巡
り
や
関
東
三
十

四
札
所
巡
り
を
春
（
梅
と
桜
）
と
秋
（
紅
葉
の

時
期
）
に
巡
り
ま
し
た
。
訪
問
先
の
住
職
と
の

会
話
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　　

地
酒
を
飲
み
な
が
ら
蕎
麦
や
う
ど
ん
を
食
べ

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　　

最
後
に
人
に
生
ま
れ
て
来
た
事
に
両
親
や
先

祖
に
感
謝
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
「
み
み
ず
」
や
「
バ
ッ
タ
」「
ネ
ズ
ミ
」
に
生

ま
れ
て
来
て
も
文
句
は
言
え
な
い
の
で
す
。
し

か
し
、そ
の
殆
ど
は
生
ま
れ
て
来
な
い
の
で
す
。

　

死
ぬ
間
際
に
悔
い
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
　・

人
間
関
係
（
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ　

ｒ
ｅ

　

ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
）
に
就
い
て

　　

こ
の
世
の
中
が
、職
業
の
如
何
を
問
わ
ず「
人

と
人
」
の
結
び
つ
き
で
構
成
さ
れ
て
居
る
事
は

周
知
の
通
り
で
す
。

　

そ
う
で
有
れ
ば
「
人
」
は
自
分
に
と
っ
て
財

産
で
有
り
、
例
え
意
見
の
相
違
が
有
っ
た
と
し

て
も
相
手
の
意
見
は
真
剣
に
聞
く
事
が
肝
要
と

考
え
ま
す
。

　

真
剣
に
耳
を
傾
け
る
事
に
依
り
、
自
分
で
も

気
付
か
な
か
っ
た
考
え
方
に
出
会
う
事
が
良
く

有
り
ま
す
。

　

又
、
真
剣
に
聞
く
事
に
依
り
、
相
手
の
「
自

己
重
要
感
」
が
高
ま
り
、
聞
き
手
が
自
分
を
好

意
的
に
見
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

又
人
間
関
係
の
良
し
悪
し
は
、
公
私
共
に
重

要
で
有
り
、最
大
限
意
を
注
ぐ
べ
き
で
し
ょ
う
。

長
い
人
生
生
活
の
中
で
、
自
分
が
困
っ
て
立
ち

往
生
し
た
時
や
相
手
が
困
っ
た
時
な
ど
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
急
場
を
乗
り
切
る
事
が
ま

ま
有
り
ま
す
。

　

こ
れ
等
は
信
頼
関
係
の
増
幅
に
影
響
し
て
参

り
ま
す
の
で
常
に
言
動
に
は
注
意
す
る
自
覚
が

必
要
で
有
り
ま
す
。

谷
本
　
秀
男

（T
A

N
IM

O
T

O
, H

ideo

）

昭
和
三
十
七
年
政
経
学
部
経
済
学
科
卒
（
七
〇
期
）
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國學院大學の学生へ
メッセージをお寄せください！

～ 皆さんのメッセージがHPに掲載されるメッセージ募金をはじめました ～

メッセージの掲載はワンコイン（500円）から可能！
メッセージ募金はスポーツ活動・卒業など定期的にテーマを変えて実施します。
日頃、学業に一生懸命取り組む学生へのメッセージをお待ちしております！！
いただいたメッセージに応える学生からのコメントも掲載いたします。
メッセージ募金はみなさんと学生をつなぐコミュニケーションツールですので、
ぜひ学生に向けて、熱いエールをお寄せくださいますようお願いいたします。

【お問合せ先】 國學院大學総務課 03-5466-0111  bokin@kokugakuin.ac.jp

スマホからもＯＫ！
VISA・MasterCardのみ利用可

【１】大学HPトップページ 【２】寄付専用HPトップページ

●○ メッセージ募金の手順 ○●

http://www.kokugakuin.ac.jp http://kifu.kokugakuin.ac.jp

ご自身の学生時代を
思い出して、 ぜひ
後輩へエールを！！

NEWS & TOPICS 応援メッセージ募金のお知らせ
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NEWS & TOPICS 本学蹴球部から初の Jリーガー誕生！

本学蹴球部から初の Jリーガー誕生！
　平成 28 年 4 月、いよいよ本学蹴球部から初の J リーガーが誕生します。平成 28 年 3 月に本学経済学部
を卒業の一井 賢人（いちのいたかひと）君が、サッカー J3 の Y.S.C.C 横浜に入団をいたします。一井君は
本学の蹴球部に所属（背番号３）し、４年生では主将を務めていました。ポジションはディフェンス（DF）。
　彼が入団する Y.S.C.C 横浜は平成 26 年にＪリーグに加盟し J3 リーグに参入しています。ホームスタ
ジアムはニッパツ三ツ沢球技場（横浜市）です。これからの活躍を期待すると共に、応援をお願いい
たします。

平成27年　寄付者一覧 役員一覧

平成27年12月31日現在　氏名（順不同・敬称略）一口100円　単位：百円

期 氏　　　名 口数
62 小　倉　　　基 50

平　山　八　郎 10
67 倉　田　重　信 50
72 間々田　恒　臣 50
73 青　木　宏　之 10

岡　前　凱　允 40
74 大　塚　　　勤 50

玉　井　浩　二 20
棚　橋　鎌　次 20
瀨　村　浩　璽 20

76 青　木　敬　三 20 （以上21件）

役職区分 氏　　　名 卒期　学部
顧　問 松　村　　　博 61 期　政
顧　問 平　山　八　郎 62 期　政
顧　問 大　橋　純　子 63 期　政
顧　問 河原崎　　　弘 73 期　政
顧　問 大　條　修　也 71 期　政
顧　問 青　木　宏　之 73 期　政

※顧問は任期なし
※（顧問）小倉　基氏（62政）は平成27年11月19日逝去されました。

今期（平成 27 年 1 月～ 12 月）は、下記会員の皆様から、ご寄附
を頂戴いたしました。
心より御礼申しあげ、報告とさせていただきます。

（任期　平成 26 年 10 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日）
役　職　区　分 氏　　名 卒期　学部　
会　長 大　塚　　　勤 ７４　政
副会長 間々田　恒　臣 ７２　政
副会長 加　藤　元　茂 ８０　経
副会長 坂　本　真佐人 ８１　経
常務理事 戸　川　二　郎 ８０　経
常務理事 植　松　　　正 ７９　経
常務理事 橋　本　憲市郎 ８８　経
理　事 本　田　一　成 経済学部副学部長
理　事 赤　木　　　博 ６６　政
理　事 山　野　彩　子 ６８　政
理　事 谷　本　秀　男 ７０　政
理　事 和　田　　　淳 ７２　政
理　事 上　田　常　雄 ７４　政
理　事 鍋　田　英　彦 ７４　政
理　事 金　子　義　昭 ７５　経
理　事 市　川　義　輝 ７６　経
理　事 應　和　邦　昭 ７６　経
理　事 山　田　忠　昭 ７９　経
理　事 北久保　眞　道 ８５　経
理　事 東海林　孝　一 ９１　経
理　事 根　岸　毅　宏 １００　経
理　事 寿乃田　宜　子 １００　経
理　事 坂　入　裕　一 １０１　経
理　事 古　澤　　　繁 １０１　経
理　事 服　部　由季夫 １０１　経
理　事 佐　野　真　之 １０８　経
理　事 広　瀬　健　一 １０９　経
理　事 大　矢　英　広 １１４　経
理　事 永　清　理　奈 １１６　経
理　事 鈴　木　一　匡 １１８　経
監　事 片　桐　二　郎 ７８　経
監　事 冨　田　尚　敬 １１１　博前経

顧問名簿

※「年度会費 ( 年間＝ 1,000 円）」 納入についてのお願い・・・（除く、終身会費納入者）
院友経済会の活動は、会員の皆様の会費で運営されています。
院友会本部とは別途、納入をお願いしておりますので、年度会費未納の方は納入して
いただきますよう、ご協力のほど よろしくお願い申しあげます。

期 氏　　　名 口数
80 戸　川　二　郎 40
81 坂　本　真佐人 20
84 青　木　正　子 30
88 橋　本　憲市郎 10
89 松　本　　　朗 100
94 面　川　雄　司 10
108 益　本　博　之 50
114 大　矢　英　広 10
118 鈴　木　一　匡 10
122 前　島　　　司 10
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EVENT 学生委員会主催就活イベントと合同懇親会

『
院
友
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
に
よ
る
仕
事
・

業
界
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』

　

平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
母
校
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
て
本
会

は
経
済
学
部
学
生
委
員
会
主
催
就
活
イ
ベ
ン
ト

『
院
友
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
に
よ
る
仕
事
・
業
界

理
解
セ
ミ
ナ
ー
』
に
院
友
の
講
師
紹
介
と
い
う

か
た
ち
で
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。
母
校
在
学

生
へ
向
け
て
自
身
の
就
職
活
動
体
験
や
現
在
の

仕
事
の
や
り
が
い
等
様
々
な
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
二
〇
代
で
沖
電
気
工
業

株
式
会
社
、
城
南
信
用
金
庫
、
泉

工
医
科
工
業
株
式
会
社
で
働
く

会
員
を
経
済
学
部
学
生
委
員
会

に
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
企

画
・
運
営
も
学
生
自
ら
行
っ
た
こ

の
企
画
に
は
平
成
二
十
八
年
に

就
職
活
動
を
迎
え
る
学
生
が

三
十
名
ほ
ど
参
加
い
た
し
ま
し

た
。
参
加
学
生
か
ら
は
「
有
給
休

暇
は
と
れ
ま
す
か
？
」「
お
仕
事

中
に
大
変
だ
と
感
じ
る
こ
と

は
？
」
と
い
っ
た
、
合
同
説
明
会

等
で
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が

出
来
な
い
込
み
入
っ
た
質
問
を

投
げ
か
け
る
な
ど
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
参
加
し
た
本
会
会

員
も
「
改
め
て
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
直

し
た
。」「
在
学
生
の
ハ
キ
ハ
キ
し
た
姿
を
見
て

刺
激
を
受
け
た
。」「
今
後
も
こ
の
様
な
機
会
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
た
い
。」
と
会
員
か

ら
も
企
画
へ
の
満
足
度
の
高
い
言
葉
を
得
ま
し

た
。

　

今
後
も
本
会
と
し
て
母
校
在
学
生
の
就
職
活

動
支
援
に
お
い
て
院
友
経
済
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
更
に
強
化
し
、
多
く
の
在
学
生
の
希
望
す

る
企
業
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
多
く
の
院
友
の
本
会
へ
の
参
加
を
広
く
呼

び
掛
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ⅰ．経済学部学生委員会主催就活イベント（協力／院友経済会）

『院友（OB・OG）による仕事・業界理解セミナー』

Ⅱ．平成27年度院友経済会懇親会

“「語らい」から成る同窓の絆”開催‼︎

　※平成27年10月17日（土）母校ホームカミングデー内で開催されました。

鈴木一匡（経営118期）母校財務部経理課勤務　
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EVENT 学生委員会主催就活イベントと合同懇親会

“「
語
ら
い
」
か
ら
成
る
同
窓
の
絆
”

開
催
‼︎

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
“「
語
ら
い
」

か
ら
成
る
同
窓
の
絆
”
が
平
成
二
十
七
年
十
月

十
七
日
（
土
）
一
六
時
よ
り
母
校
國
學
院
大
學

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
「
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
若
木
が

丘
」に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
会
の
テ
ー
マ
が「
語

ら
い
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
参
加
者
同
士
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
を
メ
イ
ン
と
し
た
立
食
形
式
の
懇

親
会
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
母
校
経

済
学
部
の
在
学
生
も
多
く
参
加
し
て
頂
い
て
い

る
。
大
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」と
同
日
開
催
は
二
年
連
続
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
在
学
生
・
卒
業
生
・
教
員
合
わ
せ

て
百
名
近
い
参
加
を
頂
い
た
。
今
年
度
は
新
た

な
試
み
と
し
て
開
会
前
の「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」

時
間
を
設
け
た
。
こ
の
「
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
は
在
学
生

で
組
織
す
る
経
済
学
部
学

生
委
員
会
が
主
導
し
て

行
っ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
に
在

学
生
・
卒
業
生
・
教
員
が
散

ら
ば
り
、
日
本
経
済
新
聞
の

朝
刊
を
基
に
最
近
の
気
に

な
る
時
事
・
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
年

齢
問
わ
ず
意
見
を
交
わ
せ

た
こ
と
で
会
場
内
の
雰
囲

気
は
大
変
い
い
も
の
と
な

り
、
次
年
度
以
降
の
開
催
に

向
け
て
大
変
よ
い
企
画

だ
っ
た
。
次
い
で
母
校
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
の
木
村

課
長
（
経
済
一
〇
二
期
）
か

ら
「
最
近
の
就
職
事
情
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
シ
ョ
ー
ト

ス
ピ
ー
チ
を
頂
い
た
。「
卒

業
生
と
在
学
生
が
一
同
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
機
会
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、
今
後
も

是
非
多
く
の
卒
業
生
の
参
加
を
頂
き
た
い
。」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
る
。
尾
近
経
済
学

部
長
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶
で
は
「
平
成
二
十
八

年
度
に
経
済
学
部
が
開
設
五
〇
周
年
を
迎
え

る
。
院
友
経
済
会
と
の
関
係
を
更
に
強
固
な
も

の
と
し
て
連
携
を
図
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。
懇
親
会
は
大
変
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
進
め
ら
れ
、
懇

親
会
前
に
開
催
さ
れ
た

経
済
学
部
学
生
委
員
会

主
催
就
活
イ
ベ
ン
ト

『
院
友
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）

に
よ
る
仕
事
・
業
界
理

解
セ
ミ
ナ
ー
』
に
参
加

し
た
本
会
会
員
の
紹
介

や
在
学
生
が
自
身
の
志

望
す
る
業
界
を
述
べ
て

院
友
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
時
間
等
も
設
け

ら
れ
、
例
年
以
上
の
在

学
生
と
卒
業
生
の
ひ
と

時
が
過
ご
さ
れ
た
。

　

本
会
主
催
者
で
あ
る

大
塚
院
友
経
済
会
会
長

か
ら
は
「
平
成
二
十
八

年
度
は
母
校
経
済
学
部

の
開
設
五
〇
周
年
、

我
々
院
友
経
済
会
も
政

経
学
部
時
代
か
ら
数
え
て
六
〇
周
年
を
迎
え

る
。
大
変
め
で
た
い
年
で
あ
り
、
母
校
に
も
最

大
限
の
支
援
を
行
い
、同
窓
の
絆
を
よ
り
深
め
、

院
友
経
済
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
た

い
。」
と
い
う
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

懇
親
会
は
母
校
の
校
歌
斉
唱
を
最
後
に
盛
会
の

の
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。
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【
第
一
号
議
案
】

院
友
経
済
会
会
則
第
二
十
四
条
の

一
部
改
定
の
件

　
（
承
認
）
会
則
参
照

【
第
二
号
議
案
】　　

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
・
監
査
報
告
承
認
の
件

　

経
済
学
部
五
〇
周
年
（
政
経
学
部
六
五
周

年
）、
院
友
経
済
会
（
旧
院
友
政
経
会
）
発
足

六
〇
周
年
を
来
年
に
控
え
、
院
友
経
済
会
が
さ

ら
な
る
発
展
を
す
る
た
め
に
も
、
大
学
並
び
に

経
済
学
部
と
の
関
係
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

同
窓
の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
会
員
及

び
在
学
生
に
対
し
情
報
提
供
を
心
が
け
た
。

　

総
会
及
び
懇
親
会
は
、
母
校
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
（
以
下
、
Ｈ
Ｃ
Ｄ
）
企
画
と
連
携
を

図
り
参
加
者
増
を
目
途
に
同
日
開
催
と
し
た
。

当
日
は
複
数
の
本
会
理
事
が
Ｈ
Ｃ
Ｄ
受
付
脇
に

本
会
の
幟
を
立
て
て
、
総
会
及
び
懇
親
会
の
周

知
を
図
っ
た
。

　

経
営
学
科
開
設
一
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
協

賛
と
し
て
、
学
部
正
課
授
業
「
現
代
の
企
業
経

営
」の
講
義
録
刊
行
に
あ
た
り
助
成
を
行
っ
た
。

巻
頭
に
本
会
か
ら
の
助
成
金
に
よ
る
旨
を
記
載

し
、
学
生
が
本
会
に
関
心
を
深
め
る
よ
う
企
図

し
た
。（
次
年
度
以
降
、
学
部
学
生
に
配
布
予

定
と
の
こ
と
）

　

前
回
の
総
会
で
の
承
認
を
受
け
て
、
今
年
度

か
ら
経
済
学
部
選
出
の
教
授
が
本
会
理
事
に
就

任
、
学
部
と
本
会
と
の
密
度
の
濃
い
連
携
が
な

さ
れ
、
双
方
向
の
意
見
交
換
、
在
学
生
の
活
動

状
況
等
が
具
体
的
に
俎
上
に
あ
が
っ
た
。

前
会
長
で
あ
っ
た
青
木
宏
之
氏（
政
経
七
三
期
）

が
本
会
顧
問
に
就
任
さ
れ
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
は
以
下
の

と
お
り
行
っ
た
。

（
一
）
総
会
及
び
懇
親
会
の
開
催

　

総
会
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日
、「
二

一
〇
三
教
室
」（
國
學
院
大
學
一
二
〇
周
年
記

念
二
号
館
）
に
お
い
て
開
催
し
、
各
議
案
が
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
Ｈ
Ｃ

Ｄ
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
た
学
部
講
演
会
（
講

師･

尾
近
裕
幸
教
授
、
経
済
学
部
長
）
は
、
学

部
開
設
五
〇
周
年
を
二
年
後
に
控
え
「
経
済
学

部
の
歩
み
と
将
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
院
友

経
済
会
と
の
関
わ
り
に
触
れ
、
本
会
へ
の
協
力

も
含
ま
れ
た
講
演
内
容
で
あ
り
、
出
席
し
た
会

員
と
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

懇
親
会
は
、
院
友
会
常
務
理
事
、
母
校
理
事
、

経
済
学
部
長
・
同
副
学
部
長
・
同
教
員
・
同
名

誉
教
授
、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
委
員
長
、
大

学
事
務
局
長
を
お
招
き
し
、「
語
ら
い
」
か
ら

成
る
同
窓
の
絆
の
下
、「
若
木
が
丘
」
で
盛
大

に
開
催
し
た
。
今
回
は
Ｈ
Ｃ
Ｄ
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
「
あ
の
先
生
と
話
そ
う
」
を
掲
げ
、
在
学

生
も
多
数
参
加
し
ゼ
ミ
の
恩
師
を
囲
ん
で
の
懇

談
や
本
会
会
員
と
交
流
す
る
姿
が
随
所
に
見
ら

れ
た
。
参
加
者
は
過
去
最
高
の
二
一
六
名
を
数

え
た
。

（
二
）
機
関
誌
の
刊
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
　

読
み
応
え
の
あ
る
機
関
誌
を
目
標
に
Ａ
四
判

フ
ル
カ
ラ
ー
三
二
頁
で
二
〇
一
五
年
（
平
成
二

十
七
年
）
三
月
号
を
刊
行
し
、
経
済
学
部
卒
業

生
、
新
四
年
生
、
会
員
他
に
配
布
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
内
容
の
充
実
と
情
報
の
早

期
提
示
に
よ
り
本
会
の
活
動
の
広
報
を
心
が
け

た
。
ま
た
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク

に
よ
る
情
報
提
供
に
も
注
力
し
た
。

（
三
）
行
事
等
の
参
加

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
三
日
、
全
国
院
友

支
部
長
会
議
、
講
演
会
並
び
に
院
友
大
会
が
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
催
さ
れ

会
長
他
一
名
が
出
席
し
た
。支
部
長
会
議
で
は
、

院
友
会
が
取
り
組
む
母
校
学
生
の
就
職
支
援
施

策
に
関
し
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
四
）
國
學
院
大
學
学
生
支
援
事
業

　

母
校
奨
学
寄
付
金
（
東
日
本
大
震
災
被
災
学

生
支
援
）
と
し
て
、
前
年
に
引
き
続
き
大
学
に

一
〇
万
円
の
寄
付
を
行
っ
た
。（
平
成
二
十
六

年
十
一
月
十
一
日
、
通
算
四
回
目
）
こ
の
事
業

は
、大
学
の
学
生
支
援
に
準
じ
て
行
っ
て
い
る
。

卒
業
式
（
第
一
二
三
回
）
は
、
平
成
二
十
七
年

三
月
二
十
二
日
に
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
新
高
輪
で
挙
行
さ
れ
大
塚
会
長
が
参
列
し

た
。
卒
業
式
終
了
後
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

経
済
学
部
卒
業
祝
賀
会
に
会
長
並
び
に
理
事
七

名
が
出
席
し
て
祝
意
を
表
し
、
教
員
及
び
新
卒

業
生
（
一
二
三
期
）
と
懇
親
を
図
り
院
友
経
済

平成27年度　定例総会（平成26年10月1日から平成27年9月30日まで）

日　時：平成27年10月17日（土）午後3時
場　所：常磐松ホール（渋谷キャンパス学術メディアセンター1階）

◆平成27年度理事会開催
第1回　平成26年11月29日（土）　17：03 ～ 17：58 （0506大学院演習室）
第2回　平成27年 2 月 7 日（土）　17：01 ～ 18：10 （2102教室）
第3回　平成27年 6 月 6 日（土）　15：03 ～ 16：32 （0506大学院演習室）
第4回　平成27年 7 月29日（水）　17：30 ～ 19：26 （0506大学院演習室）
第5回　平成27年10月 3 日（土）　17：30 ～ 18：30 （0506大学院演習室）
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会
へ
の
理
解
を
促
し
た
。

　

卒
業
祝
賀
行
事
の
中
で
、
学
部
主
催
の
経
済

学
会
懸
賞
論
文
で
最
優
秀
賞
（
一
件
）
及
び
優

秀
賞
（
三
件
＝
四
名
）
を
受
賞
し
た
五
名
の
学

生
に
大
塚
会
長
か
ら
表
彰
状
と
褒
賞
金
を
授

与
、
ま
た
間
々
田
副
会
長
が
学
部
の
成
績
優
秀

者
一
名
に
対
し
表
彰
状
を
授
与
し
学
部
と
本
会

の
連
携
が
図
ら
れ
た
。（
別
表
一
）

　
（
承
認
）

【
第
三
号
議
案
】

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
承
認
の
件

　

院
友
経
済
会
が
発
展
す
る
た
め
に
本
年
度
も

会
の
活
性
化
と
さ
ら
な
る
具
体
的
な
活
動
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。
平
成
二
十
八
年
度
は
、
院

友
経
済
会
（
旧
院
友
政
経
会
）
発
足
六
〇
周
年
、

経
済
学
部
開
設
五
〇
周
年
（
政
経
学
部
六
五
周

年
）
を
迎
え
る
。
様
々
な
周
年
の
記
念
行
事
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
経
済
学
部
の
行
事
・
企
画

に
お
い
て
学
生
支
援
（
前
年
度
は
経
営
学
科
開

設
一
〇
周
年
事
業
に
支
援
）
に
つ
な
が
る
も
の

に
は
積
極
的
に
協
賛
を
行
い
、
大
学
並
び
に
経

済
学
部
と
の
関
係
を
重
視
し
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
る
。
ま
た
、
在
学
生
に
本
会
の
認
知
度
を

高
め
る
施
策
や
情
報
提
供
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
院
友
会
本
部
と
は
協
力
団
体
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
協
力
連
携
を
図
り
た
い
。

な
お
、
主
な
事
業
計
画
（
案
）
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

（
一
）
國
學
院
大
學
学
生
支
援
事
業

　

大
学
並
び
に
経
済
学
部
と
連
携
し
、
在
学
生

に
対
し
就
職
支
援
（
講
演
会
及
び
懇
親
会
時
の

交
流
等
）
を
行
う
と
と
も
に
、
母
校
奨
学
寄
付

金
（
東
日
本
大
震
災
被
災
学
生
支
援
）
を
通
じ

て
寄
付
を
行
い
支
援
し
た
い
。
ま
た
、
経
済
学

部
主
催
の
経
済
学
会
懸
賞
論
文
の
最
優
秀
者
、

優
秀
者
の
学
生
に
対
し
表
彰
状
と
褒
賞
金
を
授

与
し
、
併
せ
て
学
部
企
画
・
授
業
の
成
果
発
表

会
へ
の
協
賛
な
ど
在
学
中
か
ら
学
業
の
研
鑽
に

つ
な
が
る
よ
う
応
援
し
た
い
。

　

卒
業
式
当
日
、経
済
学
部
卒
業
生
に
祝
意（
御

祝
金
贈
呈
）
を
示
し
、
祝
賀
会
に
は
会
長
ほ
か

理
事
が
出
席
し
新
卒
業
生
に
対
し
エ
ー
ル
を
送

る
。
貴
重
な
機
会
で
あ
り
積
極
的
に
交
流
を
図

り
、
本
会
の
活
動
・
各
種
行
事
へ
の
参
加
を
呼

び
掛
け
る
。

（
二
）
機
関
誌
刊
行
等
の
充
実

　

機
関
誌
「
院
友
経
済
」
は
、
紙
面
を
刷
新
し

て
数
年
が
経
過
し
た
が
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
情
報
を
可
能
な
限
り
多
く
紹
介
で
き
る
よ
う

編
集
を
工
夫
し
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会
員

に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
配
布
先
の
拡
大
を
図

る
。
な
お
、
次
号
は
平
成
二
十
八
年
三
月
の
刊

行
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
を

拡
充
し
、
最
新
の
情
報
提
供
を
心
が
け
、
会
員

と
本
会
並
び
に
大
学
と
の
相
互
交
流
の
活
発
化

を
促
進
し
た
い
。

（
三
）
総
会
及
び
懇
親
会
の
開
催

　

総
会
及
び
懇
親
会
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月

十
七
日
に
、
前
年
同
様
、
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
と
同
日
に
開
催
し
、
来
校
す
る
会
員
に

院
友
経
済
会
の
広
報
を
行
い
、
総
会
・
懇
親
会

へ
の
出
席
を
働
き
か
け
る
。
総
会
は
、「
常
磐

松
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

経
済
学
部
学
生
委
員
会
の
「
就
活
イ
ベ
ン
ト
」

に
は
、
会
長
及
び
会
員
が
出
席
し
、
ま
た
本
会

会
員
が
就
職
支
援
の
講
話
を
行
い
懇
親
会
に
学

生
の
参
加
を
促
す
。

　

懇
親
会
は
、「
語
ら
い
」・「
絆
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
「
若
木
が
丘
」
で
開

催
す
る
。
院
友
会
長
、
名
誉
教
授
、
経
済
学
部

の
学
部
長
・
副
学
部
長
・
教
員
、
大
学
院
研
究

科
委
員
長
、
大
学
事
務
局
長
を
お
招
き
す
る
。

特
に
近
年
は
、
経
済
学
部
と
の
連
携
に
よ
り
学

生
の
参
加
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、

今
回
は
冒
頭
に
本
会
会
員
と
在
学
生
と
の
打
ち

解
け
た
雰
囲
気
づ
く
り
を
企
画
し
、
オ
ー
ル
國

學
院
の
同
窓
の
絆
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
た

い
。

（
四
）
大
学
及
び
院
友
会
と
の
連
携
協
力

　

大
学
並
び
に
経
済
学
部
と
の
関
係
に
お
い
て

密
接
な
る
交
流
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

も
経
済
学
部
教
員
と
協
力
を
推
進
し
院
友
経
済

会
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
院
友
会
本

部
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
学
生
の
就
職
支
援

に
協
力
す
る
。
全
国
院
友
支
部
長
会
議
・
院
友

大
会
に
出
席
し
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、

本
会
の
学
生
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
る
。（
別

表
二
）

　
（
承
認
）

山田議長による総会議事進行 来賓・吉田院友会会長のご挨拶
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（別表1）

平成27年度　國學院大學院友経済会決算書

（別表2）

平成28年度　國學院大學院友経済会予算書

【収支決算書】（平成26年10月1日から平成27年9月30日まで）

（平成27年10月1日から平成28年9月30日まで）

【貸借対照表】（平成27年9月30日現在）

収入の部

科　目 平成28年度予算 平成27年度予算 増　減 備　考

入会金収入 1,160,000 1,160,000 0 4年進級時（＠2,000円×580名）徴収分
会 費 収 入 590,000 600,000 -10,000 ＠1,000円×590名（4年進級時580名分及び会員10名分を含む）
終身会費収入 50,000 50,000 0 ＠10,000円×５名
一般寄付金収入 120,000 120,000 0 
特別寄付金収入 100,000 100,000 0 懇親会酒肴料
懇親会費収入 80,000 0 80,000 懇親会参加費（＠1,000円×80名）※在学生は無料
受取利息収入 1,000 1,000 0 
雑 収 入 100,000 100,000 0 広告掲載料
当年度収入合計 2,201,000 2,131,000 70,000 
前年度より繰越金 1,818,038 1,124,153 693,885 
合 計 4,019,038 3,255,153 763,885 

支出の部

科目 平成28年度予算 平成27年度予算 増減 備考

機関誌刊行費支出 600,000 650,000 -50,000 1,600部発行
通信費支出 150,000 200,000 -50,000 総会・懇親会開催案内（院友会報に掲載）、郵券代他
運営費支出 200,000 200,000 0  ホームページ管理料、業務手当他
事務用品支出 120,000 120,000 0  振込用紙・はがき・封筒印刷費他
会議費支出 60,000 120,000 -60,000 理事会開催時の飲物代、交通費
渉外費支出 150,000 300,000 -150,000 慶弔費・卒業祝賀会・就職支援・執筆者謝礼他
懇親会費支出 200,000 150,000 50,000 カフェラウンジ「若木が丘」(AMC棟1Ｆ）で開催
補助費支出 100,000 100,000 0  学生懸賞論文優秀賞褒賞
講演会費支出 0 0 0  
奨学寄付金 100,000 100,000 0  東日本大震災被災学生支援（國學院大學に寄付）
記念事業費 1,000,000 0 1,000,000 本会60周年・経済学部50周年記念事業経費
予 備 費 1,339,038 1,315,153 23,885 
合 計 4,019,038 3,255,153 763,885 

（単位円） （単位円）

収入の部
科　目 平成27年度予算 決　算 差　異 備　考

入会金収入 1,160,000 1,160,000 0 ＠2,000円（4年進級時に580名分徴収）
会 費 収 入 600,000 586,000 14,000 ＠1,000円（4年進級時に580名分徴収、及び会員6名納入）
終身会費収入 50,000 20,000 30,000 ※終身会費10,000円（2名納入）
一般寄付金収入 120,000 115,500 4,500 
特別寄付金収入 100,000 110,000 -10,000 懇親会酒肴料
懇親会費収入 0 0 0 総会当日の懇親会費　H27年度は無料で実施
受取利息収入 1,000 1,080 -80 
雑 収 入 100,000 91,000 9,000 広告掲載料
預 り 金 0 12,000 -12,000 次年度以降計上分　懇親会費・終身会費
当年度収入合計 2,131,000 2,095,580 35,420 
前年度より繰越金 1,124,153 1,124,153 0 
合 計 3,255,153 3,219,733 35,420 

支出の部
科　目 平成27年度予算 決　算 差　異 備　考

機関誌刊行費支出 650,000 541,371 108,629 1,600部発行
通信費支出 200,000 89,477 110,523 総会・懇親会開催通知、郵券代他
運営費支出 200,000 158,864 41,136 ホームページ管理料、業務手当他
事務用品支出 120,000 3,073 116,927 領収書用紙・ゴム印他
会議費支出 120,000 29,186 90,814 理事会飲物代、学外理事交通費
渉外費支出 300,000 119,724 180,276 慶弔費・卒業式祝賀会・院友大会賛助他
懇親会費支出 150,000 200,000 -50,000 ホームカミングデーに合わせて実施（カフェラウンジ若木が丘）
補助費支出 100,000 60,000 40,000 学生懸賞論文優秀賞褒賞
講演会費支出 0 0 0
奨学寄付金 100,000 100,000 0 東日本大震災被災学生支援（國學院大學に寄付）
予 備 費 1,315,153 100,000 1,215,153 経営学科10周年記念事業費（國學院大學に寄付）
合 計 3,255,153 1,401,695 1,853,458 

（単位円） （単位円）

備考：
※ 次期繰越金は、平成27年度　収入合計
（3,219,733円）ー支出合計（1,401,695円）
＝収支差額（1,818,038円）となります。

資産の部 負債の部

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

現 金 0 基 金 5 , 0 0 0 , 0 0 0  

普 通 預 金 2 , 2 4 0 , 0 3 8 ※ 次 期 繰 越 金 1 , 8 1 8 , 0 3 8  

振 替 貯 金 7 8 , 0 0 0

定 期 預 金 4 , 5 0 0 , 0 0 0

合 計 6 , 8 1 8 , 0 3 8 合 計 6 , 8 1 8 , 0 3 8  

（単位円）

平成27年度の國學院大學院友経済会の決算について、収支決算書・貸借対照表のとおり報告致します。
　　　　　　　平成27年9月30日 会計担当　　古澤　　繁　　㊞

決算書のとおり相違ないことを認めます。
　　　　　　　平成27年10月6日 監事　　片桐　二郎　　㊞

監事　　冨田　尚敬　　㊞
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國學院大學　院友経済会終身会費納入者名簿
（平成27年12月31日現在）

（※敬称略）

【終身会費納入のお願い】
　＊終身会費制度…院友経済会では「卒業後20年経過」を資格要件として終身会費の納入をお願いしております。
　＊終身会費 1 万円を納入することにより、終身会員として毎年、機関誌、総会・懇親会の案内状を送付させて頂きます。
　　（終身会員は、年度会費の納入の必要はありません）
　＊平成27年度は、平成 7 年（103期）までに卒業された全ての方が有資格者です。
是非この機会に103期までの方は終身会員になりましょう。
　＊年度会費納入の方で103期までの方は、出来るだけ終身会費に切り替えて頂きますようにお願いいたします。
　＊104期以降（平成 8 年卒業以降）の方は終身会員の資格がありませんので、会費（年会費1,000円）納入の際にはお間違 
　　えのないようにお願いいたします。
　　（院友経済会内規により、残額は寄付金としての取り扱いとさせて頂きます）

卒期 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名 氏　　　名
61 真野　　博 宮城島　厳 松村　　博 島村　　宏 渡辺　正治 赤沼吉太郎 井上　俊彦
62 北條　俊朗 平山　八郎
63 塩野　藤雄 藤田　恒好 鈴木　　太 中島　　稔 小澤　幸宏 永井　伸吉 古庄　繁光 渡辺　皓彦 佐々木光郎

大橋　純子
64 柿沼　　廣 折戸　幸雄 陌間　　修 真貝　義朗 池田　憲重 山田　忠義 木村　俊文 滝嶋　芳郎
65 加藤　良治 木村　安秋 藤崎　昭夫 小倉　光雄 高木　　仁 小倉　昌子 竹内　栄一 今野　隆弘 鵜沢　冬彦

森　　静雄 守屋　明一 関場　孝和 松葉　義孝 綿田　重義 梅村淳之介 赤木　正憲 鈴木　英夫
66 蛯原　　弘 齋藤　壽男 神崎　良治 岩渕　悦雄 赤木　　博 服部　和夫 広瀬　　一 三宅　惟生 山北　　厚

八木　良隆 松澤　泰男 今湊　憲英 五十嵐明迪
67 今井　　亮 新村　貢ー 倉本　士誓 住吉　秀雄 中島　　浩 和田美佐男 渡辺　　力 平瀬　據英 藤井　吉春

小山田　亘 中村　一徳 佐子　和満 石井　孝昌 大久保久喜 坂本　俊郎 小野沢公男 島津貴美子 倉田　重信
愛川　正一 榊原　正直

68 榎本　貴雄 金丸　準一 小林　直俊 山野　彩子 草間　順一 信戸　文也 谷　　正幸 大石　盛樹 加藤　　修
村山　武雄

69 東海林和衛 常廣　達徳 新美　進作 安西　利夫 高石　禎夫 岩埜　敬一 佐藤　正剛 浅野　博信 濱島　章平
今井　勇正 酒徳　　誠

70 友野　昭男 上山　武徳 岡田　重幸 北條　章宏 川手　　篤 西村　卓夫 永井　　篤 米本　　勇 望月　　昇
森元　　孝 渡辺　　詮 渡辺　輝昭 吉成　　充 増田　衛ー 松本　彰夫 谷本　秀男

71 林　　良彦 堀　　昌勝 大條　修也 安田　邦彦 吉田与一郎 戸次　健三 室田　昭三 廣井　武司 佐藤　信一
72 山田　勝康 斎藤　博美 和田　　淳 鈴木　　宏 水上　照夫 三田村　明 羽中田　進 大熊　橿一 西出　善明

髙阪　盛男 斎藤　義明 斎藤　賢博 中村　威夫 白岩　賢三 田中　克昭 粕谷　弘志 宮澤　正清 間々田恒臣
本明　博文 石沢　正伯

73 河原崎　弘 栗延　敬徳 渡辺　　博 長岡　和行 谷山　清成 二宮　和彦 大西　秀機 小口　佳祐 三浦　武士
須田　昌代 森谷　忠晴 石渡　武久 安藤　英明 青木　宏之 近藤　博之 飯野　　穂 村上　功夫 下城　雅之
河野満寿哉 今井　勝利

74 瀬村　浩璽 長谷川哲嘉 神津　秀章 北尾　　徹 佐藤　寿雄 杠　　正吉 松下　吉男 棚橋　鎌次 山崎　　守
小田　征之 宮沢八十八朗 日高　太郎 玉井　浩二 佐納　　毅 宇井　克彦 上田　常雄 五十嵐　正 大塚　　勤
斎藤　朋子 北村　順一 鍋田　英彦 土屋　　平

75 浅野　喜宏 河野禮次郎 福島　英一 開　　國嘉 奥山　政和 金子　義昭 三浦　　侃 岡本　重男 髙木　達夫
76 杉岡　芳夫 小池　　勝 笠原　三郎 青木　敬三 坂入　　益 應和　邦昭
77 大平　和利 伊藤　　忠 佐竹　宏夫 神田　仁司 小島　誠人 加藤　嘉郎 渡辺　　昭
78 荒木　幹光 吉野　弘一 藤田　康雄 大島　文弘 小黒　光司
79 山田　　力 山田　忠昭 林　　邦匡 八木　洋治 田中　唯二 三浦　治郎 前田　　均 植松　　正
80 荒井　啓史 小俣　能範 石川　一廣 林　　和成 戸川　二郎 加藤　元茂
81 坂本真佐人 稲葉　　啓 清水　義一
82 岩切　義治 小林　博行 宮崎　芳光 伊藤　　治 小林　一彦 泉澤　　博
83 寺澤はるか 伊藤　政美 石塚　秀一
84 青木　正子 光部　泰孝
86 荒井　　一 守屋　　努
87 齊藤　悦雄
88 橋本憲市郎
89 松本　　朗
90 斉藤　　覚
92 髙木つぐみ 舟戸　一郎 萩原　　昇
94 面川　雄司
96 伊藤　晴久 笛田　信一
101 古澤　　繁 坂入　裕一
特 弘田　嘉男 紺井　博則 海野　　潔
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任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任

　
　

者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
顧　

問
）

第
十
一
条　

本
会
に
、
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で

　

き
る
。

2　

顧
問
は
、
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が

　
　

委
嘱
す
る
。

3　

顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
え
、
理
事
会

　
　

に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

　
　

る
。

第
五
章　

会　

議

（
会
議
の
種
類
）

第
十
二
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
・
理
事
会

　

お
よ
び
委
員
会
と
す
る
。

（
総
会
の
種
類
と
招
集
）

第
十
三
条　

総
会
は
、
定
例
総
会
と
臨
時
総
会

　

の
二
種
と
し
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

2　

定
例
総
会
は
毎
年
一
回
開
催
し
、
臨
時
総

　
　

会
は
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
。

（
総
会
の
権
限
）

第
十
四
条　

次
の
事
項
は
、
総
会
の
議
決
を
得

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

収
支
決
算
お
よ
び
事
業
報
告

　

二　

収
支
予
算
お
よ
び
事
業
計
画

　

三　

役
員
の
改
選

　

四　

そ
の
他
重
要
事
項

（
総
会
の
議
長
）

第
十
五
条　

総
会
の
議
長
は
、
出
席
正
会
員
の

　

中
か
ら
選
出
す
る
。

（
議　

事
）

第
十
六
条　

議
事
は
、
出
席
正
会
員
の
過
半
数

　

に
よ
り
決
定
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長

　

が
こ
れ
を
決
す
る
。

2　

会
則
の
改
廃
は
、
総
会
出
席
正
会
員
の
三

　
　

分
の
二
以
上
の
賛
成
を
要
す
る
。

（
理
事
会
）

第
十
七
条　

理
事
会
は
、
会
長
・
副
会
長
お
よ

　

び
理
事
で
構
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が

　

こ
れ
を
招
集
す
る
。

2　

会
長
は
理
事
会
の
議
長
と
な
り
会
議
を
主

　
　

宰
す
る
。

3　

予
算
お
よ
び
決
算
は
理
事
会
の
議
決
を
要

　
　

す
る
も
の
と
し
、
決
算
に
つ
い
て
は
監
事

　
　

の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

4　

予
算
お
よ
び
決
算
は
機
関
誌
に
掲
載
発
表

　
　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
へ
の
報
告
に
代

　
　

え
る
も
の
と
す
る
。

（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

第
十
八
条　

理
事
会
の
審
議
事
項
は
、
次
の
と

　

お
り
と
す
る
。

　

一　

事
業
の
執
行
に
関
す
る
事
項

　

二　

財
産
管
理
に
関
す
る
事
項

　

三　

総
会
の
議
決
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
項

　

四　

総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
事
項

　

五　

こ
の
会
則
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な

　
　
　

規
則
の
制
定
ま
た
は
改
廃
に
関
す
る
事

　
　
　

項

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会　

会
則
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事務局だより 國學院大學院友経済会　会則

　

六　

そ
の
他
会
務
の
運
営
に
必
要
な
事
項

（
委
員
会
）

第
十
九
条　

会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、

　

委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

委
員
は
、理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

第
六
章　

資
産
お
よ
び
会
計

（
資　

産
）

第
二
十
条　

本
会
の
資
産
は
、
次
の
通
り
と
す

　

る
。

　

一　

会　

費

　

二　

寄
付
金

　

三　

そ
の
他
の
収
入
（
広
告
収
入
他
）

（
資
産
の
管
理
）

第
二
十
一
条　

本
会
の
資
産
は
、
会
長
が
こ
れ

　

を
管
理
す
る
。

（
経
費
の
支
弁
）

第
二
十
二
条　

本
会
の
経
費
は
、
資
産
を
も
っ

　

て
支
弁
す
る
。

（
会
計
年
度
）

第
二
十
三
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
十

　

月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
の
九
月
三
十
日
に
終

　

る
。

第
七
章　

雑　

則

第
二
十
四
条　

本
会
は
、
一
般
財
団
法
人
國
學

　

院
大
學
院
友
会
の
協
力
団
体
と
す
る
。

第
二
十
五
条　

こ
の
会
則
に
つ
い
て
の
細
則

　

は
、
理
事
会
で
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

附
則　

平
成
十
三
年
度
の
会
計
年
度
は
、
十
三

　

年
一
月
一
日
に
始
ま
り
九
月
三
十
日
に
終
る

　

も
の
と
す
る
。

制　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
一
日

改　

定　

昭
和
三
十
二
年
九
月
二
十
二
日

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
十
日

昭
和
三
十
七
年
二
月
十
八
日

昭
和
四
十
年
七
月
十
日

昭
和
四
十
六
年
五
月
三
十
日

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
一
日

昭
和
五
十
年
六
月
一
日

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
日

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日

平
成
二
年
十
一
月
十
七
日

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日

平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日

平
成
二
十
七
年
十
月
十
七
日

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会　

細
則

制　

定　

昭
和
五
十
年
六
月
一
日

改　

定　

平
成
元
年
五
月
十
八
日

改　

定　

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

改　

定　

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

一
、
こ
の
細
則
は
、
國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

　

会
則
第
二
十
五
条
に
基
づ
き
定
め
る
。

二
、
会
費
は
次
の
五
種
類
と
す
る
。

　

①　

入
会
金
、
二
千
円
。

　

②　

年
度
会
費
、
一
千
円
。

　

③　

終
身
会
費
、
一
万
円
（
納
入
資
格
は
卒

　
　
　

業
後
二
十
年
を
経
過
し
た
者
）。

　

④　

賛
助
会
員
の
会
費
、
年
額
一
万
円
。

　

⑤　

懇
親
会
費
、
そ
の
都
度
定
め
る
。

三
、
本
会
の
連
絡
事
務
所
を
左
記
に
置
く
。

　

國
學
院
大
學
院
友
会
館

　
（
電
話
）
〇
三
・
三
四
〇
〇
・
七
七
八
一

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会　

内
規

　
（
会
則
第
十
八
条
第
一
項
第
五
号
）

制　

定　

平
成
十
七
年
九
月
二
日

改　

定　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
二
日

第
一
条　

こ
の
内
規
は
、
本
会
業
務
の
実
施
に

　

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
あ

　

る
。

第
二
条　

こ
の
内
規
は
、
國
學
院
大
學
院
友
経

　

済
会
会
則
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
及
び
そ
の

　

財
政
状
態
を
正
確
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、

　

本
会
業
務
の
効
率
的
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

　

目
的
と
す
る
。

第
三
条　

事
務
の
分
掌
並
び
に
そ
の
業
務
手
当

　

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
る
も
の
と
す

　

る
。

一
、
総
務

1　

会
員
名
簿
の
整
備

　

会
員
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、

氏
名
・
卒
期
・
連
絡
先
を
記
載
し
た
名
簿
を
整

備
す
る
。

2　

理
事
会
開
催
の
日
程
調
整
・
招
集
通
知
・

出
欠
取
り
纏
め

3　

理
事
会
議
事
に
係
る
資
料
作
成

4　

理
事
会
・
総
会
の
議
事
録
作
成
及
び
記
録

5　

そ
の
他
総
務
に
関
す
る
事
項

二
、
経
理

1　

会
計
帳
簿
の
記
帳

　

会
計
帳
簿
は
、
主
要
簿
と
仕
訳
帳
と
す
る
。

　

仕
訳
帳
は
、
会
計
伝
票
を
も
っ
て
こ
れ
に
代

え
る
。

　

会
計
伝
票
に
は
、
勘
定
科
目
・
取
引
年
月

日
・
数
量
・
金
額
・
相
手
方
等
、
取
引
内
容
を

簡
単
且
つ
明
瞭
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2　

証
憑
書
類
の
整
備

　

証
憑
書
類
と
は
、
会
計
伝
票
の
正
当
性
を
立

証
す
る
書
類
を
言
い
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
言

う
。

　

①　

請
求
書

　

②　

領
収
書

　

③　

証
明
書
・
納
品
書
・
送
り
状

　

④　

各
種
計
算
書

　

⑤　

契
約
書
・
覚
書

　

⑥　

そ
の
他
取
引
を
裏
付
け
る
書
類

3　

予
算

　

①　

事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
案
は
、
毎

　
　
　

会
計
年
度
開
始
前
に
執
行
部
で
検
討

　
　
　

し
、
経
理
担
当
者
が
取
り
纏
め
会
長
に

　
　
　

提
出
す
る
。

　

②　

会
長
は
、
速
や
か
に
理
事
会
の
承
認
を

　
　
　

経
て
、
定
例
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ

　
　
　

ば
な
ら
な
い
。

　

③　

予
算
執
行
責
任
者
は
、
会
長
と
す
る
。

　

④　

印
鑑
の
保
管
は
会
長
と
し
、
預
金
通
帳

　
　
　

の
保
管
は
経
理
担
当
者
と
す
る
。但
し
、

　
　
　

代
理
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
広
報

1　

広
報
の
業
務
は
次
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、

編
集
長
一
名
、
副
編
集
長
及
び
編
集
委
員
を
若

干
名
置
く
。

　

①　

広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

　

②　

機
関
誌
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

四
、
交
通
費
及
び
業
務
手
当
の
支
給

１　

理
事
会
出
席
者
に
つ
い
て
、
出
席
に
応
じ

て
交
通
費
を
支
給
す
る
。
交
通
費
の
支
給
方

法
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

２　

総
務
、
経
理
、
広
報
担
当
者
に
対
し
、
当

該
年
度
の
七
月
と
十
二
月
に
業
務
手
当
と

し
て
一
人
金
五
千
円
を
支
給
す
る
。

3　

特
別
の
業
務
に
従
事
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
会
長
が
判
断
し
、
必
要
な
金
額
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条　

本
内
規
の
改
廃
は
、
理
事
会
の
議
を

　

経
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附
則　

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日

　

か
ら
施
行
す
る
。

附
則　

こ
の
内
規
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

※
傍
線
部
分
は
改
定
箇
所
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会 長 廣　井　武　司
（経済学部 71 期）

代表取締役社長 木　村　公　成
（経済学部 92 期）

《院友関係者は優遇有り》

『京寿々』
tel: 03-6673-4033
〒 106-0045　東京都港区麻布十番 1-9-3
URL:www.kyosuzu.jp

三和機材株式会社

取 締 役 会 長　金　子　義　昭
（経済学部75期・院友経済会理事）

代表取締役社長　金　子　竜太郎

本　　社　〒108-0075　東京都港区港南4-2-32

TEL　03-3474-7131

横浜支店　〒223-0057　横浜市港北区新羽町564

TEL　045-900-2000

管工機材・住宅設備機器商社

建築設備設計・施工・コンサルタント

グループ会社　株式会社エスティ（電気工事）
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会
　
長
　
大
　
塚
　
　
勤

（
七
四
期
）

■院友経済会機関誌『院友経済』広告掲載のお願い■

毎年発行しております院友経済会機関誌『院友経済』において、皆様
からの広告を募集しております。個人の名刺広告からお勤め先の企業広
告まで広く扱っておりますので、是非掲載のご協力をお願い申しあげま
す。ご希望の方は下記の要領でお申し込みください。

◆広告規格および掲載料

規　　格 会　員 非会員
A 表 2（表紙裏） 50,000円 70,000円

B 表 3（裏表紙裏） 30,000円 50,000円

C 表 4（裏表紙） 40,000円 60,000円

D 1 ページ 20,000円 40,000円

E 2 分の 1 ページ 10,000円 20,000円

F 4 分の 1 ページ 5,000円 10,000円

G 16分の 1 ページ（名刺広告） 1,000円 3,000円

◆申し込み方法
※別紙申込書に希望する規格他必要事項を記入の上、お送りください。
　ご指定の掲載原稿（版下）がございましたら申込書に添えて下記ま

で送付ください。メールでのお申し込みの際は、メールの件名には
必ず「院友経済広告申し込み」と入力し、申込書に記載されており
ます必要事項をお知らせください。

※なお、掲載原稿がない場合は、別途相談に応じます。
※掲載ページにつきましては、編集上の都合によりご希望に添えない

場合もありますので、あらかじめご了承ください。

◆広告掲載料につきましては、機関誌発行後にご請求申しあげます。

◆送付先・お問い合わせ
〒150−8440　東京都渋谷区東 4 −10−28
國學院大學　入学課内　　橋本　憲市郎
TEL 03−5466−0141　FAX 03−5485−0152
E-mail　kenichiro@kokugakuin.ac.jp

◇ 原稿募集 ◇
　次号に向けて、随想、近況報告、ゼミの思い出、
同窓会の集まり、趣味の紹介など、なんでも結構
ですので、ぜひ原稿をお寄せ下さい。

◆原稿字数

①1500字程度（ 1 頁）　②3600宇程度（ 2 頁）
※プロフィール、顔写真、投稿内容に沿った関連 
　写真もご提供下さい。

◆募集期間　毎年12月末まで随時受け付けます。

常
務
理
事
　
橋
　
本
　
憲
市
郎

（
八
八
期
）

理
　
事
　
赤
　
木
　
　
　
博

（
六
六
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

副
会
長
　
坂
　
本
　
真
佐
人

（
八
一
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

副
会
長
　
加
　
藤
　
元
　
茂

（
八
〇
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

常
務
理
事
　
植
　
松
　
　
　
正

（
七
九
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

常
務
理
事
　
戸
　
川
　
二
　
郎

（
八
〇
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会

（
七
二
期
）

副
会
長

顧
　
問
　
青
　
木
　
宏
　
之

（
七
三
期
）

國
學
院
大
學
院
友
経
済
会



◆
今
年
に
入
っ
て
、
大
変
痛
ま
し
い
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
軽
井
沢
で
起
き

た
ス
キ
ー
バ
ス
転
落
事
故
で
あ
る
。
犠
牲
と
な

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
う
ち
十
三
名
が
、
皆

前
途
有
望
な
学
生
達
で
あ
っ
た
。
就
職
も
決
ま

り
、
或
い
は
進
学
も
決
ま
り
、
後
は
卒
業
を
待

つ
だ
け
と
い
う
矢
先
で
の
出
来
事
は
、
悲
し
み

が
一
層
胸
に
刺
さ
る
。
ま
し
て
親
御
さ
ん
た
ち

の
心
情
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
の
春
に
卒
業
す

る
皆
さ
ん
に
は
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
実
感
を

意
識
し
、
幸
せ
な
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

編集後記事務局だより

編
集
後
記

い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
出
来
事
で
あ
っ

た
。

◆
一
転
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。
い
よ
い

よ
こ
の
春
に
、
本
学
蹴
球
部
出
身
者
か
ら
初
め

て
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生
す
る
。
し
か
も
経
済

学
部
卒
業
予
定
と
い
う
こ
と
で
、
本
誌
の
表
紙

を
飾
ら
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
文
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
＆

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
厳
し

い
世
界
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
大

い
に
楽
し
み
で
あ
る
。

（
編
集
子
）

※
訃
報
※

横
尾　

邦
夫
・
経
済
学
部
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
、
逝
去
。
享
年
八
十
一

山
本　

景
英
・
経
済
学
部
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
六
日
、
逝
去
。
享
年
八
十
六

小
倉　
　

基
・（
政
経
六
二
期
）、
院
友
経
済
会
顧
問

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
、
逝
去
。
享
年
八
十
四

※
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成28年度総会・懇親会－院友経済会発足60周年記念－開催について

　平成28年度は院友経済会発足60周年及び母校経済学部開設50周年を迎えますので、現在、本会と経済

学部両方の記念行事として合同で開催する計画を進めています。日時（11月を予定）・場所は検討中ですが、

詳細が決まりましたら「院友会報」及び院友経済会ホームページ（下記アドレス）等でお知らせいたします。

経済学部専任教員を始め、退職された名誉教授にもご案内をいたしますので、ゼミOB会の機会として、

ぜひお誘いあわせの上、ご参集いただきますようお願い申し上げます。

（参考）これまでのプログラム

■総　会

■懇親会―「語らい」から成る同窓の絆― 

　この懇親会は参加者同士の「語らい」

　（情報交換）の場を主とする同窓の会です。

http://ｗｗｗ２．ｋｏｋｕｇａｋｕｉｎ．ａｃ．ｊｐ/ｉｎｙｕ－ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ/

母校マスコット
“こくぴょん”と共に




